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は
じ
め
に

　
秀
吉
政
権
を
受
け
継
い
だ
徳
川
家
康
の
外
交
の
基
本
政
策
は
、
朝
鮮
侵
略
の
戦
後
処
理

と
、
明
と
の
国
交
を
回
復
す
る
こ
と
に
あ
り
、
一
方
で
、
家
康
は
朱
印
船
制
度
を
設
け
、

異
国
渡
航
の
日
本
商
船
の
安
全
と
異
国
と
の
善
隣
関
係
の
貿
易
政
策
に
取
り
組
ん
だ
。

　
従
来
の
家
康
外
交
に
関
す
る
研
究
は
、
次
の
よ
う
な
観
点
か
ら
考
え
て
き
た
。
一
つ
目

は
、
日
明
講
和
交
渉
の
過
程
で
、
家
康
は
日
本
型
華
夷
意
識
を
も
っ
て
中
華
秩
序
の
朝
貢

関
係
を
拒
み
、
日
本
中
心
の
外
交
関
係
を
築
い
た
と
い
う
見
解
が
多
く
あ
る）1
（

。
二
つ
目
は

朱
印
船
制
度
に
関
し
て
、
周
辺
諸
国
と
の
交
隣
関
係
を
追
及
し
、
中
国
貿
易
を
補
完
す
る

出
会
い
貿
易
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る）2
（

。
三
つ
目
は
浦
賀
貿
易
）
3
（

に
関
し
て
、
家
康
が
ス
ペ

イ
ン
と
国
交
正
常
化
の
た
め
に
交
渉
し
、
浦
賀
開
港
の
経
緯
・
展
開
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
な
か
、
浦
賀
貿
易
は
秀
吉
の
マ
ニ
ラ
交
渉
や
朱
印
船
制
度
と
の
関
係
が
あ
る

と
指
摘
し
て
い
な
が
ら
も
、
マ
ニ
ラ
交
渉
や
朱
印
船
制
度
が
ど
の
よ
う
に
浦
賀
開
港
に
つ

な
が
る
か
を
明
確
に
提
示
し
て
い
な
い
。
そ
の
ほ
か
、
キ
リ
ス
ト
教
禁
令
や
平
戸
・
長
崎

商
館
に
関
す
る
研
究
）
4
（

な
ど
で
あ
る
が
、
従
来
こ
れ
ら
の
研
究
は
対
東
ア
ジ
ア
と
対
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
い
う
二
つ
の
見
方
に
明
ら
か
に
分
か
れ
て
い
る
。
家
康
の
外
交
体
制
を
把
握
す

る
た
め
に
は
、
こ
の
二
つ
の
見
方
を
包
括
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
研
究
を
踏
ま
え
て
家
康
が
東
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
二
つ
の
世

界
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
と
し
て
日
本
の
外
交
や
貿
易
を
ど
の
よ
う
に
構
想
し
て
行
っ
た
の

か
、
と
い
う
視
点
を
も
っ
て
徳
川
家
康
に
よ
る
日
明
講
和
交
渉
と
浦
賀
開
港
の
政
策
を
中

心
に
駿
府
外
交
の
構
想
を
追
究
す
る
。

一
　
駿
府
外
交
の
形
成

1
、
外
交
上
の
課
題

　
一
六
〇
三
年
に
成
立
し
た
徳
川
幕
府
は
、
国
内
外
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え

て
い
た
。
特
に
外
交
で
直
面
し
て
い
る
現
実
と
し
て
次
の
二
つ
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
そ
の
一
つ
は
、
秀
吉
の
対
外
政
策
（
朝
鮮
侵
略
・
出
仕
要
求
）
が
生
成
し
た
東
ア
ジ
ア
の

緊
張
の
解
消
で
あ
る
。
一
五
八
五
年
関
白
に
就
任
し
た
秀
吉
は
、
全
国
統
一
の
暁
に
「
唐

入
」
＝
明
出
兵
を
行
う
こ
と
を
宣
言
し
た
。
こ
れ
に
呼
応
す
る
か
た
ち
で
秀
吉
は
、
朝
鮮

（
一
五
八
七
年
）
を
初
め
、
琉
球
（
一
五
八
八
年
）
に
日
本
へ
の
出
仕
を
要
求
し
、
翌
年
島
津

氏
に
明
が
日
本
と
の
勘
合
を
望
む
よ
う
交
渉
を
命
じ
た
。
そ
の
後
、
一
五
九
〇
年
に
全
国

統
一
を
果
た
し
た
秀
吉
は
、
同
年
蝦
夷
に
も
出
仕
を
要
求
し
、
そ
の
外
ル
ソ
ン
（
一
五
九

一
年
）・
イ
ン
ド
の
ゴ
ア
（
一
五
九
一
年
）・
台
湾
（
一
五
九
三
年
）
に
日
本
へ
の
出
仕
を
要
求

し
た
。
こ
の
間
、
秀
吉
は
一
五
九
二
年
に
朝
鮮
侵
略
を
実
行
し
、
侵
略
を
被
っ
た
朝
鮮
と
、

朝
鮮
に
援
軍
を
派
遣
し
た
明
、
そ
の
戦
争
に
島
津
氏
の
「
与
力
」
と
し
て
動
員
さ
れ
た
琉

球
な
ど
、
日
本
周
辺
の
明
・
朝
鮮
・
琉
球
に
お
い
て
秀
吉
の
脅
威
が
広
が
っ
た
。
こ
う
し

た
秀
吉
の
対
外
政
策
は
、
秀
吉
の
「
三
国
国
割
計
画
」
す
な
わ
ち
日
本
・
明
・
朝
鮮
の
三
ヶ

国
支
配
構
想
、
す
な
わ
ち
秀
吉
自
ら
が
寧
波
を
居
所
と
す
る
、
日
本
中
心
の
国
際
秩
序
の

構
想
に
つ
な
が
っ
て
い
る）5
（

。
こ
の
よ
う
に
東
ア
ジ
ア
の
な
か
に
広
が
っ
て
い
た
緊
張
を
払

拭
す
る
こ
と
が
、
駿
府
政
治
が
抱
え
た
外
交
課
題
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
二
つ
目
は
、
日
本
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
か
ら
受
け
る
脅
威
で
あ
る
。
一
四
九
四
年
ス
ペ

イ
ン
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
ト
ル
デ
シ
リ
ャ
ス
条
約
を
結
び
、
世
界
の
航
海
領
域
を
ベ
ル
デ
岬

徳
川
家
康
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駿
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諸
島
（
ア
フ
リ
カ
）
の
西
方
二
千
キ
ロ
（
西
経
四
五
度
付
近
）
を
分
岐
点
と
し
て
東
側
を
ポ
ル

ト
ガ
ル
領
に
、
西
側
を
ス
ペ
イ
ン
領
と
定
め
た
。
し
か
し
東
半
球
に
お
け
る
境
界
線
が
不

明
確
で
あ
り
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
東
回
り
で
イ
ン
ド
を
経
て
東
南
ア
ジ
ア
に
進
出
す
る
航
路

を
確
保
し
、
ス
ペ
イ
ン
は
西
回
り
で
ア
メ
リ
カ
大
陸
を
植
民
地
化
し
て
ア
ジ
ア
に
進
出
し

た
。
一
五
二
一
年
に
ス
ペ
イ
ン
は
東
南
ア
ジ
ア
の
モ
ル
ッ
カ
諸
島
に
進
出
し
た
が
、
二
九

年
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
敗
れ
て
撤
退
し
た
。
し
か
し
ス
ペ
イ
ン
は
、
一
五
七
一
年
に
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
を
占
領
し
、
ア
ジ
ア
貿
易
に
参
加
し
た
。
一
五
九
五
年
に
オ
ラ
ン
ダ
は

ジ
ャ
ワ
に
至
り
、
九
九
年
に
モ
ル
ッ
カ
諸
島
に
進
出
し
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
覇
権
を
争
っ
た
。

つ
ま
り
東
南
ア
ジ
ア
の
海
域
は
、
ト
ル
デ
シ
リ
ャ
ス
条
約
に
境
界
線
が
明
確
化
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
た
め
、
紛
争
が
生
じ
か
ね
な
い
地
域
で
あ
っ
た）6
（

。

　
こ
う
し
た
な
か
、
一
五
九
六
年
八
月
、
ス
ペ
イ
ン
船
サ
ン
＝
フ
ェ
リ
ペ
号
が
土
佐
国
浦

戸
に
漂
着
し
た
。
一
航
海
士
が
日
本
側
の
訊
問
を
う
け
る
際
に
「
ス
ペ
イ
ン
人
は
世
界
中

の
人
々
の
味
方
で
あ
る
か
ら
、
彼
ら
と
交
際
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
も
し
も
そ
の

国
人
が
ス
ペ
イ
ン
人
を
不
当
に
遇
す
る
な
ら
ば
直
ち
に
強
力
な
軍
隊
を
以
て
そ
の
国
を
奪

う
」
と
答
え
た）7
（

。
こ
こ
に
は
ス
ペ
イ
ン
の
領
土
拡
張
の
た
め
の
動
き
が
読
み
取
れ
る
。
こ

れ
に
よ
っ
て
ス
ペ
イ
ン
へ
の
脅
威
を
抱
い
た
秀
吉
は
、
同
年
一
二
月
に
長
崎
西
坂
で
宣
教

師
二
六
名
を
処
刑
し
、
キ
リ
ス
ト
教
の
迫
害
を
始
め
た
。

　
東
南
ア
ジ
ア
で
の
貿
易
は
す
で
に
ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
よ
っ
て
主
導
さ
れ
て
い

た
が
、
そ
こ
に
オ
ラ
ン
ダ
と
イ
ギ
リ
ス
が
覇
権
争
い
に
参
加
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
は
ア
ジ
ア

貿
易
の
拡
張
の
た
め
、
パ
タ
ニ
に
拠
点
を
置
い
て
、
一
六
〇
二
年
三
月
諸
会
社
が
合
同
し

て
連
合
オ
ラ
ン
ダ
東
印
度
会
社
を
組
織
し
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
ス
ペ
イ
ン
の
貿
易
に
対
抗

し
、
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
進
出
を
図
っ
た
。
東
南
ア
ジ
ア
の
海
域
で
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
ス
ペ

イ
ン
船
と
オ
ラ
ン
ダ
船
の
衝
突
が
多
く
、
一
六
〇
八
年
に
オ
ラ
ン
ダ
と
ス
ペ
イ
ン
は
一
二

年
間
の
休
戦
条
約
を
結
ん
だ
。
オ
ラ
ン
ダ
は
、
こ
の
条
約
の
前
に
勢
力
拡
大
の
た
め
に
ア

ジ
ア
諸
国
と
通
商
条
約
を
結
び
、
ジ
ャ
ウ
島
の
ロ
ー
デ
・
レ
ー
ウ
と
フ
リ
フ
ー
ン
両
船
を

日
本
に
向
か
わ
せ
た
が
、
こ
の
両
船
は
マ
カ
オ
か
ら
長
崎
に
渡
航
す
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
商

船
を
途
中
で
捕
獲
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
探
知
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
は
オ

ラ
ン
ダ
船
が
発
見
で
き
な
い
よ
う
、
出
港
の
時
期
を
早
め
た
り
、
中
国
の
海
岸
に
沿
っ
て

航
海
し
た）8
（

。
一
方
で
、
日
本
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
争
い
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
た
。
家
康

の
命
を
受
け
て
一
六
〇
九
年
か
ら
一
〇
年
に
か
け
て
有
馬
晴
信
が
台
湾
に
良
港
の
探
索
お

よ
び
中
国
の
商
船
と
の
取
引
の
た
め
に
派
遣
し
た
人
々
が
、
オ
ラ
ン
ダ
人
に
よ
っ
て
多
数

殺
害
さ
れ
る
事
件
が
起
こ
っ
た）9
（

。
一
六
一
四
年
に
は
朱
印
船
の
渡
航
先
の
コ
ー
チ
シ
ナ
で

平
戸
商
館
勤
務
の
イ
ギ
リ
ス
人
が
盗
難
に
あ
っ
て
殺
さ
れ
る
事
件
が
起
き
、
一
八
年
に
は

オ
ラ
ン
ダ
船
に
よ
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
拿
捕
事
件
が
起
こ
っ
た）10
（

。

　
東
南
ア
ジ
ア
の
海
上
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
覇
権
争
い
や
衝
突
、
そ
れ
ゆ
え
の

海
賊
行
為
な
ど
が
頻
繁
に
起
こ
り
、
家
康
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
東
ア
ジ
ア
で
引
き
起
こ

し
て
い
る
緊
張
と
脅
威
を
目
前
に
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

2
、
駿
府
外
交
の
枠
組
み

　
こ
う
し
た
東
ア
ジ
ア
情
勢
の
な
か
で
、
一
六
〇
三
年
征
夷
大
将
軍
に
就
任
し
た
家
康

は
、
五
年
に
将
軍
を
辞
し
て
翌
年
駿
府
に
移
っ
た
。
そ
し
て
家
康
は
駿
府
の
も
と
に
優
秀

な
人
材
を
配
置
し
、
①
財
政
や
政
治
一
般
（
老
職
）、
②
外
交
事
務
・
寺
社
行
政
・
文
教
政

策
、
③
商
売
（
朱
印
船
・
貨
幣
・
貿
易
関
連
・
鉱
山
・
農
村
行
政
）、
④
外
国
人
（
外
交
顧
問
）
の

四
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
設
け
）
11
（

、
こ
の
う
ち
、
②
〜
④
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
異
国
に
か
か
わ

る
業
務
を
担
わ
せ
た
。
こ
れ
ら
の
人
材
は
家
康
を
支
え
る
ブ
レ
ー
ン
と
し
て
政
策
を
推
進

し
、
徳
川
権
力
を
強
化
す
る
役
割
を
果
た
し
た
。
な
お
駿
府
政
治
は
江
戸
幕
府
の
権
力
と

分
離
し
て
独
自
に
働
い
た
わ
け
で
な
く
、
江
戸
幕
府
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
機
能
と
し
て
働
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
駿
府
外
交
に
つ
い
て
、
家
康
の
伝
記
を
語
る
『
武
徳
大
成
記
』
は
、「
異
国
人
来
ル

事
）
12
（

」
と
題
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
①
②
は
便
宜
的
に
付
け
た
）。

①
秋
七
月
、
暹
邏
ノ
商
客
、
緞
子
・
緋
羅
・
鮫
皮
ヲ
駿
府
ニ
献
ズ
、

神
君
ソ
ノ
商
客
ヲ
御
覧
ア
リ
、
近
侍
ノ
臣
ニ
命
ぜ
ラ
レ
、
南
蛮
諸
国
ノ
事
ヲ
問
シ
メ

給
フ
、
八
月
四
日
、
呂
宋
ノ
舩
主
類
子
ト
云
者
、
駿
府
ニ
来
リ
、
緞
子
并
ニ
蜜
ト
壷

ヲ
献
ス
、
長
谷
川
藤
広
長
崎
ヨ
リ
申
上
ケ
ル
ハ
、
日
本
ノ
商
人
、
大
明
・
呂
宋
ノ
諸

国
ヘ
行
テ
、
此
比
帰
朝
ス
、
大
明
諸
蛮
ノ
商
舶
モ
多
ク
来
ル
、
黒
舶
ニ
白
糸
十
四
万

斤
、
并
ニ
絹
帛
・
綾
羅
多
ク
積
ミ
来
ル
、
阿
蘭
陀
舶
モ
、
平
戸
ヘ
来
ル
由
注
進
ス
、

十
五
日
、
大
明
人
一
官
祖
官
ト
云
者
、
駿
府
ニ
来
リ
、
薬
物
ヲ
献
ス
、

神
君
召
シ
テ
、
異
域
ノ
事
ヲ
問
せ
給
フ
、
京
師
ノ
大
商
角
倉
與
一
ト
云
者
、
商
舩
ヲ
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安
南
国
ヘ
遣
シ
、
毎
年
往
来
ス
、
後
籐
少
三
郎
取
次
ニ
テ
言
上
シ
、
紅
糸
、
緋
紗
綾
、

沈
香
、
縮
砂
、
斑
猫
、
葛
上
亭
長
等
ノ
薬
物
ヲ
献
ス
、

②
神
君
慈
仁
ニ
マ
シ
〳
〵
ケ
レ
バ
、
万
幾
ノ
暇
ニ
ハ
、
細
微
ノ
事
ヲ
モ
捨
タ
マ
ハ
ズ
、

異
域
ノ
事
ハ
、
長
谷
川
左
兵
衛
藤
広
申
上
ゲ
、
商
売
ノ
事
ハ
、
後
藤
少
三
郎
申
上
ゲ
、

諸
寺
ノ
事
ハ
、
金
地
院
崇
伝
長
老
申
上
ゲ
シ
ム
、
天
下
ノ
人
々
、
産
業
安
佚
ナ
ラ
ン

事
ヲ
計
ハ
セ
給
フ
、
是
月
、
興
福
寺
長
谷
寺
戸
隠
山
ヘ
、
各
法
制
ノ
条
目
ヲ
下
シ
賜

フ
、
又
曹
洞
宗
ヘ
、
法
制
を
下
シ
賜
ヒ
、
緫
寧
寺
・
龍
穏
寺
・
大
洞
院
ニ
仰
付
ラ
レ
、

関
東
一
宗
ノ
事
ヲ
裁
断
セ
シ
ム
、
京
師
商
人
大
黒
屋
交
趾
国
ニ
行
ク
、
御
朱
印
ヲ
賜

ス
、

　
史
料
は
一
六
一
二
年
の
も
の
で
、
こ
の
記
事
を
通
じ
て
駿
府
外
交
の
構
造
が
う
か
が
え

る
。
そ
れ
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
、
当
時
異
国
人
が
日
本
国
内
で
ど
の
よ
う
な
商
売
を

行
っ
て
い
た
か
、
異
国
人
の
日
本
国
内
に
お
け
る
商
売
の
様
子
を
み
る
と
、
一
六
一
三
年

に
イ
ギ
リ
ス
商
館
長
リ
チ
ャ
ー
ド
＝
コ
ツ
ク
ス
を
は
じ
め
社
員
七
人
は
、
対
日
貿
易
に
関

し
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る）13
（

。

我
が
国
に
於
て
需
用
の
少
い
貨
物
を
販
売
し
、
支
那
か
ら
輸
入
す
る
生
糸
・
絹
織
物

を
仕
入
れ
る
た
め
、
ジ
ャ
ン
ク
船
一
隻
を
仕
立
て
ゝ
、
毎
年
二
月
初
支
那
の
ジ
ャ
ン

ク
船
の
来
着
す
る
頃
、
パ
タ
ニ
に
入
港
し
、
そ
れ
か
ら
暹
羅
に
行
き
、
蘇
枋
木
・
鹿

皮
・
鮫
皮
等
を
買
入
れ
さ
せ
る
こ
と
ゝ
し
た
。
又
対
馬
に
館
員
を
派
遣
し
朝
鮮
通
商

の
手
段
を
講
ず
る
こ
と
、
及
び
駿
府
・
江
戸
両
地
間
位
に
京
都
・
大
坂
・
堺
の
間
に

各
一
人
の
館
員
を
置
い
て
直
接
取
引
を
さ
せ
る
こ
と
に
定
め
た
。
そ
し
て
ウ
イ
リ
ヤ

ム
・
ア
ダ
ム
ス
は
ジ
ャ
ン
ク
船
の
船
長
と
し
て
航
海
に
従
事
し
、
暇
の
時
は
幕
府
の

交
渉
の
際
通
訳
の
用
を
務
め
る
事
を
命
じ
、
又
江
戸
に
は
ウ
イ
ツ
カ
ム
、
京
坂
に
は

イ
ー
ト
ン
、
対
馬
に
は
セ
ー
ヤ
ー
ス
を
派
遣
す
る
こ
と
に
し
、
何
れ
も
慶
長
十
九
年

の
正
月
に
出
発
し
た
。（
後
略
）

　
イ
ギ
リ
ス
で
需
用
の
少
な
い
貨
物
を
東
南
ア
ジ
ア
の
東
イ
ン
ド
会
社
の
各
商
館
で
販
売

し
、
中
国
の
生
糸
・
絹
織
物
を
仕
入
れ
る
た
め
、
ジ
ャ
ン
ク
船
を
一
艘
用
意
し
て
、
毎
年

二
月
初
に
中
国
船
が
パ
タ
ニ
に
来
る
頃
、
パ
タ
ニ
に
入
港
し
、
さ
ら
に
シ
ャ
ム
に
行
き
、

蘇
枋
木
・
鹿
皮
・
鮫
皮
な
ど
を
購
入
す
る
。
ま
た
対
馬
に
館
員
を
派
遣
し
て
朝
鮮
と
の
通

商
を
講
ず
る
こ
と
、
駿
府
と
江
戸
、
京
都
・
大
坂
・
堺
に
各
一
人
の
館
員
を
置
い
て
直
接

商
売
す
る
こ
と
を
定
め
た
。
そ
し
て
ウ
ィ
リ
ア
ム
＝
ア
ダ
ム
ス
は
船
長
と
し
て
航
海
に
従

事
し
、
暇
な
と
き
に
幕
府
の
交
渉
の
通
訳
を
務
め
る
こ
と
を
命
じ
、
江
戸
に
は
ウ
イ
ツ
カ

ム
を
、
京
都
・
大
坂
に
は
イ
ー
ト
ン
を
、
対
馬
に
は
セ
ー
ヤ
ー
ス
を
派
遣
す
る
こ
と
を
決

め
た
。
そ
し
て
い
ず
れ
も
一
六
一
四
年
正
月
に
派
遣
し
た
。

　
当
時
イ
ギ
リ
ス
人
は
平
戸
に
商
館
を
置
い
て
日
本
と
パ
タ
ニ
・
シ
ャ
ム
を
つ
な
ぐ
貿
易

ル
ー
ト
を
作
り
、
日
本
を
相
手
に
中
国
産
生
糸
の
貿
易
を
行
っ
て
い
た
。
一
六
一
二
年
か

ら
オ
ラ
ン
ダ
・
イ
ギ
リ
ス
の
東
イ
ン
ド
会
社
は
中
国
と
直
接
の
通
商
関
係
を
結
ぶ
こ
と
に

失
敗
し
た
た
め
、
日
本
へ
運
ぶ
中
国
産
物
が
不
足
し
て
い
た）14
（

。
そ
れ
ゆ
え
、
オ
ラ
ン
ダ
も

イ
ギ
リ
ス
も
東
南
ア
ジ
ア
を
経
由
し
中
国
産
生
糸
や
品
々
を
購
入
し
よ
う
と
し
た
。
さ
ら

に
対
馬
を
通
じ
て
朝
鮮
と
の
貿
易
も
図
っ
た
。
し
か
し
朝
鮮
と
の
貿
易
は
成
功
せ
ず
、
た

だ
「
ウ
イ
ツ
カ
ム
と
イ
ー
ト
ン
の
両
人
が
江
戸
及
び
京
坂
地
方
に
出
張
し
て
直
接
取
引
を

し
た
こ
と
は
前
に
述
べ
た
が
、
其
成
績
は
相
当
に
好
く
）
15
（

」
と
、
日
本
国
内
の
市
場
で
は
利

益
を
得
て
い
た
。
家
康
は
国
内
市
場
で
異
国
人
の
売
買
行
為
を
許
し
て
い
た
。
ち
な
み
に
、

こ
の
異
国
人
の
国
内
出
張
は
後
述
す
る
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
八
月
八
日
令
に
よ
り
禁

じ
ら
れ
た）16
（

。

　
こ
の
事
実
を
背
景
に
、
上
記
の
「
異
国
人
来
ル
事
」
を
検
討
す
る
と
、
異
域
の
こ
と
は

長
谷
川
藤
広
が
、
①
異
国
人
の
駿
府
・
江
戸
上
り
の
案
内
及
び
同
行
、
②
異
国
船
の
来
航
、

③
生
糸
の
購
入
（
将
軍
の
買
物
掛
）、
④
朱
印
船
（
日
本
商
船
）
の
渡
航
、
⑤
異
国
人
の
献
上

品
の
取
次
、
な
ど
を
担
っ
て
い
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
家
康
の
側
近
で
あ
る
長
谷
川
藤

広
は
長
崎
奉
行
と
し
て
将
軍
の
買
物
掛
を
勤
め
て
い
た）17
（

。
長
崎
奉
行
が
幕
府
の
指
示
に
も

と
づ
き
、「
将
軍
の
糸
」
と
し
て
輸
入
生
糸
を
優
先
的
に
購
入
し
て
い
た
。
一
六
〇
四
年

五
月
に
家
康
は
初
め
て
京
都
・
堺
・
長
崎
に
糸
割
符
年
寄
を
置
き
、
生
糸
貿
易
の
統
制
を

定
め
た
。
長
谷
川
藤
広
は
、「
二
年
前
、
カ
ス
チ
リ
ヤ
人
が
三
十
匁
の
価
を
要
求
せ
る
生

糸
を
、
二
十
三
匁
に
て
買
上
げ
、
去
年
は
、
支
那
人
が
四
五
十
匁
の
価
を
称
へ
た
る
生
糸

を
、
二
十
四
匁
に
て
買
上
げ
た
り）18
（

」
と
、
生
糸
の
価
格
交
渉
に
も
関
与
し
て
い
る
。
一
六

一
一
年
九
月
に
家
康
は
長
谷
川
藤
広
を
通
じ
て
ル
ソ
ン
や
占
城
に
貿
易
に
関
す
る
書
簡
を

送
っ
た）19
（

。
長
谷
川
藤
広
は
家
康
と
異
国
の
間
を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
し
た
。

　
商
売
の
こ
と
と
し
て
、
後
藤
庄
（
少
）
三
郎
（
光
次
）
は
異
国
に
渡
航
す
る
京
都
商
人
角

倉
与
一
の
取
次
ぎ
で
あ
っ
た
。
角
倉
は
朱
印
船
貿
易
家
の
一
人
で
あ
り
、
後
藤
庄
三
郎
が
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角
倉
の
献
上
品
を
取
次
い
で
い
た
。
ま
た
後

藤
庄
三
郎
は
、
ス
ペ
イ
ン
人
の
駿
府
登
城
に

参
加
し
た
り
、
異
国
か
ら
書
簡
を
受
け
た

り
、
異
国
と
の
貿
易
に
積
極
的
に
参
加
し
て

い
た
。
た
だ
そ
の
異
国
と
は
ル
ソ
ン
や
マ
カ

オ
な
ど
、
す
べ
て
長
崎
に
出
入
り
す
る
カ
ト

リ
ッ
ク
の
国
に
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も

後
藤
庄
三
郎
は
、
一
五
九
三
年
家
康
が
御
金

改
役
に
任
命
し
て
以
来
、
貨
幣
鋳
造
の
最
高

責
任
者
に
な
っ
た
。
生
糸
を
輸
入
す
る
た
め

に
銀
が
支
払
わ
れ
た
の
で
、
銀
の
確
保
の
た

め
に
家
康
は
鉱
山
を
直
轄
地
に
し
、
流
通
経

済
の
中
枢
を
な
す
大
坂
・
江
戸
・
京
都
の
三

都
を
幕
府
の
支
配
下
に
置
い
て
い
た
。
こ
の

史
実
か
ら
み
る
と
、
後
藤
は
国
内
市
場
と
生

糸
貿
易
の
貨
幣
（
銀
）
だ
け
で
は
な
く
、
朱

印
船
商
人
た
ち
の
駿
府
・
江
戸
へ
の
献
上
品

ま
で
取
り
次
い
で
い
た
。

　
諸
寺
の
こ
と
は
、
金
地
院
崇
伝
が
国
内
の

寺
院
の
行
政
や
、
異
国
渡
海
朱
印
状
の
作
成

を
行
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
異
国
渡
海
朱

印
状
の
作
成
は
、
一
六
〇
八
年
以
前
は
豊
光

寺
承
兌
が
、
そ
の
後
は
国
光
寺
元
佶
が
行
っ

た
が
、
一
六
一
二
年
か
ら
金
地
院
崇
伝
が
担
っ
て
い
た
。
崇
伝
は
、
異
国
か
ら
の
書
簡
へ

の
返
書
を
起
草
し
、
後
藤
・
長
谷
川
な
ど
か
ら
紹
介
を
受
け
た
人
々
に
異
国
渡
海
朱
印
状

を
書
い
て
渡
す
な
ど
、
外
交
文
書
を
作
成
し
た）20
（

。「
東
照
宮
御
実
紀
」
の
一
六
一
一
年
九

月
の
記
事
に
も
異
域
・
貨
財
・
寺
社
と
同
様
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る）21
（

。

　
以
上
、
東
ア
ジ
ア
情
勢
に
対
応
す
る
た
め
に
、
駿
府
政
治
の
も
と
で
異
国
担
当
の
ブ

レ
ー
ン
ら
が
外
交
実
務
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

二
　
東
西
貿
易
の
構
想

1
、
日
明
講
和
交
渉

　
前
述
し
た
外
交
課
題
を
抱
え
て
い
た
家
康
は
、
国
内
の
外
交
実
務
だ
け
で
な
く
外
向
け

の
対
策
に
取
り
組
ん
だ
。
家
康
は
朝
鮮
侵
略
後
の
日
明
講
和
を
追
求
し
、
そ
の
一
環
と
し

て
、
朝
鮮
と
の
講
和
交
渉
に
取
り
組
ん
だ
。
さ
ら
に
秀
吉
政
権
下
に
成
立
し
た
日
琉
関
係

を
家
康
政
権
下
に
お
い
て
も
継
続
す
る
こ
と
を
求
め
た
。

　
家
康
は
、
一
六
〇
〇
年
に
島
津
義
弘
・
忠
恒
（
の
ち
の
家
久
）
と
寺
沢
広
高
に
命
じ
て
明

将
茅
国
科
を
明
に
送
還
し
、「
本
邦
朝
鮮
作
和
平
、
則
到
皇
朝
亦
如
前
規
以
金
印
勘
合
可

作
往
返
）
22
（

」
と
要
求
し
た
。
金
印
は
日
本
国
王
を
、
勘
合
は
公
貿
易
を
示
唆
し
て
い
る）23
（

。
家

康
は
日
本
国
王
と
し
て
日
明
貿
易
を
希
望
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
家
康
は
、「
唐
日
本
和

睦
ナ
ト
ノ
事
ヲ
申
候
ヲ
ハ
、
其
ハ
高
麗
口
ヨ
リ
対
馬
ノ
取
次
ニ
候
、
日
本
ハ
法
度
ニ
テ
、

脇
ヨ
リ
不
取
次
ト
申
候
）
24
（

」
と
、
朝
鮮
に
日
明
講
和
交
渉
の
仲
介
役
を
期
待
し
て
い
た
。
そ

の
た
め
、
日
本
に
と
っ
て
朝
鮮
と
の
講
和
は
先
決
す
べ
き
課
題
で
あ
っ
た
。
一
六
〇
二
年

朝
鮮
か
ら
全
継
信
・
孫
文
彧
が
対
馬
に
来
て
和
好
の
こ
と
を
議
し
た
。
一
六
〇
四
年
に
孫

文
彧
・
僧
惟
政
が
対
馬
に
来
て
和
好
を
議
し
、
翌
年
宗
義
智
が
両
使
を
導
い
て
伏
見
城
に

登
っ
た
。
朝
鮮
は
講
和
の
条
件
と
し
て
、
先
に
家
康
の
国
書
を
送
る
こ
と
と
、
朝
鮮
国
王

の
墓
を
荒
し
た
犯
人
を
引
き
渡
す
こ
と
を
要
求
し
た）25
（

。
一
六
〇
六
年
に
宗
氏
が
家
康
の
国

書
を
朝
鮮
に
送
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
翌
年
朝
鮮
か
ら
回
答
兼
刷
還
使
が
来
日
し
、
日
朝
間

の
国
交
が
回
復
し
た
。
し
か
し
朝
鮮
は
日
明
講
和
の
仲
介
に
応
じ
な
か
っ
た
。

　
同
時
に
家
康
は
琉
球
に
も
外
交
交
渉
を
働
き
か
け
た
。
秀
吉
は
、
島
津
氏
が
琉
球
に
朝

鮮
侵
略
の
軍
役
を
転
嫁
す
る
こ
と
を
認
め
、
琉
球
を
「
与
力
」
と
し
て
動
員
さ
せ
た
。
こ

れ
が
秀
吉
政
権
下
に
成
立
し
た
日
琉
関
係
で
あ
り
、
家
康
は
そ
れ
を
受
け
継
い
で
、
一
六

〇
二
年
冬
陸
奥
・
伊
達
政
宗
領
に
漂
着
し
た
琉
球
人
を
島
津
氏
に
命
じ
て
琉
球
に
送
還

し
、
来
聘
を
要
求
し
た
が
、
琉
球
は
応
じ
な
か
っ
た
。
家
康
は
一
六
〇
六
年
に
薩
摩
に
琉

球
侵
攻
を
許
可
し
、
九
年
に
薩
摩
は
琉
球
侵
攻
を
実
行
し
た
。
一
六
一
〇
年
琉
球
国
王
尚

寧
は
駿
府
で
大
御
所
徳
川
家
康
に
、
江
戸
で
将
軍
徳
川
秀
忠
に
聘
礼
を
行
っ
た
。

　
同
年
、
家
康
の
意
を
受
け
た
本
多
正
純
は
福
建
総
督
に
書
簡
を
送
り
、
勘
合
復
活
（
日

明
講
和
）
を
要
求
し
、「
明
歳
福
建
商
舶
来
吾
邦
、
期
以
長
崎
港
為
湊
泊
之
処
）
26
（

」
と
、
明

日

　本

異

　国

商売
①貨幣鋳造（金銀）
②国内商人（京都・大坂・堺）の取次
③ルソン・マカオ・安南との書簡のやりとり

異域

①異国人の駿府・江戸上りの案内・同行
②異国船の来航
③生糸の購入：将軍の買物掛
④朱印船（日本商船）の渡航
⑤異国人の献上品の取次

諸寺 ①国内寺院の行政
②異国渡海朱印状・外交文書作成
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の
福
建
商
船
が
長
崎
港
に
来
航
す
る
こ
と
を
求
め
た
が
、
明
は
応
じ
な
か
っ
た
。
そ
の
た

め
次
に
、
家
康
は
琉
球
を
仲
介
と
す
る
明
と
の
交
渉
を
図
り
、
一
六
一
四
年
に
琉
球
国
王

尚
寧
か
ら
福
建
軍
門
に
書
簡
）
27
（

を
送
ら
せ
、
①
日
本
商
船
に
明
へ
の
入
港
を
許
可
す
る
、
②

明
商
船
が
琉
球
に
来
航
し
て
貿
易
を
行
う
、
③
琉
球
か
ら
毎
年
明
に
遣
使
し
て
貿
易
を
行

う
、
と
い
う
日
明
関
係
の
三
つ
の
案
を
提
示
し
た
。
そ
し
て
そ
の
う
ち
の
一
つ
を
受
け
入

れ
る
こ
と
を
要
求
し
た
が
、
琉
球
は
明
が
一
切
拒
否
し
た
と
、
一
六
一
五
年
に
薩
摩
藩
を

通
じ
て
幕
府
に
伝
え
て
き
た）28
（

。

2
、
朱
印
船
制
度
の
様
態

　
日
明
講
和
交
渉
が
不
調
に
終
わ
り
、
家
康
は
正
式
に
日
明
貿
易
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
が
、
中
国
は
日
本
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
貿
易
相
手
国
で
あ
っ
た
。
ま
た

秀
吉
の
「
唐
入
」
＝
朝
鮮
侵
略
に
よ
る
緊
張
は
、
明
・
朝
鮮
・
琉
球
だ
け
で
は
な
く
、
東

南
ア
ジ
ア
ま
で
及
ん
で
い
た
の
で
な
い
か
、
と
前
節
で
述
べ
た
。

　
一
六
〇
一
年
五
月
に
安
南
の
商
船
が
来
航
し
、
交
隣
関
係
を
強
調
し
日
本
船
の
渡
航
を

希
望
し
た
。
こ
れ
に
対
し
同
年
一
〇
月
に
家
康
は
異
国
に
渡
航
す
る
日
本
商
船
は
書
印
を

証
拠
と
し
、
無
印
の
船
に
は
商
売
を
許
可
し
な
い
で
ほ
し
い
と
、
い
わ
ゆ
る
朱
印
船
制
度

を
提
案
し
た）29
（

。
ま
た
同
年
、
家
康
は
ル
ソ
ン
と
の
通
商
を
は
か
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
家
康
は
一
六
〇
一
年
に
朱
印
船
制
度
を
働
き
か
け
、
四
年
以
降
、
朱
印
船

は
信
州
・
毘
耶
宇
・
高
砂
・
西
洋
・
安
南
・
東
京
・
順
化
・
交
趾
・
迦
知
安
・
占
城
・
柬

埔
寨
・
田
弾
・
暹
羅
・
大
泥
・
呂
宋
・
蜜
西
耶
・
摩
利
加
・
芠
莱
・
摩
陸
の
一
九
地
域
に

渡
航
し
た
。

　
一
六
一
三
年
に
ス
ペ
イ
ン
人
は
家
康
の
朱
印
船
貿
易
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
理
解
し
て

い
る）30
（

。皇
帝
が
外
国
を
征
服
す
る
こ
と
を
思
は
ざ
る
は
、
真
実
な
る
が
如
く
、
そ
の
国
の
周

囲
に
は
、
シ
ャ
ム
、
ペ
グ
ー
、
カ
ン
ボ
ー
ジ
ヤ
、
ボ
ル
ネ
オ
、
シ
ャ
ム
ロ
、
交
趾
、

琉
球
、
タ
カ
サ
ン
ド
別
名
イ
ス
ラ
・
エ
ル
モ
サ
、
そ
の
他
多
く
の
地
あ
り
て
、
日
本

の
船
は
、
此
等
の
地
方
に
航
海
す
れ
ど
も
、
今
日
ま
で
、
曾
つ
て
戦
争
を
な
し
て
、

之
を
占
領
せ
ん
と
し
た
る
こ
と
な
く
、
只
諸
国
と
の
貿
易
を
希
望
す
る
の
み
な
り
、

　
史
料
中
の
諸
国
は
、
朱
印
船
が
渡
航
し
た
国
々
で
あ
る
。
ス
ペ
イ
ン
人
は
朱
印
船
貿
易

に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
日
本
船
が
渡
航
す
る
が
、
家
康
は
今
日
ま
で
か
つ
て
戦
争

を
行
っ
て
占
領
し
よ
う
と
し
た
こ
と
も
な
く
、
た
だ
諸
国
と
の
貿
易
を
希
望
す
る
の
み
で

あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
次
に
、
家
康
は
日
本
に
来
航
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
船
の
た
め
に
三
つ
の
港
を
開
港
し
た
。

こ
の
三
つ
の
港
の
設
定
は
、
東
ア
ジ
ア
の
航
海
領
域
を
め
ぐ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
同
士
の

争
い
や
対
立
が
日
本
に
ま
で
及
ん
で
あ
り
、
そ
れ
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
で
あ
る
。

　
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
は
、
大
村
純
忠
が
開
港
し
た
長
崎
に
、
一
五
七
〇
年
に
初
め
て
入
港
し

た
。
そ
し
て
一
五
八
二
年
に
ロ
ー
マ
教
皇
と
イ
エ
ズ
ス
会
総
会
長
よ
り
日
本
イ
エ
ズ
ス
会

は
「
マ
カ
オ
ー
長
崎
」
貿
易
を
許
可
さ
れ
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
は
す
で
に
一
六
世
紀
末
以

来
、
マ
カ
オ
か
ら
長
崎
に
来
航
し
て
い
た
。
前
述
の
と
お
り
、
長
崎
は
一
六
一
〇
年
に
本

多
正
純
が
福
建
総
督
に
書
簡
を
送
り
、
日
明
講
和
の
暁
に
中
国
船
の
貿
易
港
に
す
る
計
画

が
あ
っ
た）31
（

。

　
家
康
は
一
六
〇
一
年
に
ル
ソ
ン
の
ス
ペ
イ
ン
人
と
交
渉
を
行
い
、
浦
賀
を
ス
ペ
イ
ン
船

に
対
し
開
港
し
よ
う
と
し
た
。
当
時
ス
ペ
イ
ン
は
ル
ソ
ン
と
メ
キ
シ
コ
を
結
ぶ
太
平
洋
の

交
易
路
を
開
拓
し
て
い
た
。
一
五
九
六
年
の
サ
ン
＝
フ
ェ
リ
ペ
号
航
海
図
写
）
32
（

に
よ
る
と
、

メ
キ
シ
コ
か
ら
ル
ソ
ン
・
マ
カ
オ
ま
で
の
航
路
が
描
か
れ
て
い
る
。
浦
賀
港
は
「
メ
キ
シ

コ
ー
ル
ソ
ン
・
マ
カ
オ
」
ル
ー
ト
に
面
し
て
い
た
。

　
オ
ラ
ン
ダ
と
イ
ギ
リ
ス
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
ス
ペ
イ
ン
よ
り
日
本
と
の
通
商
交
渉
が
遅

れ
て
い
た
が
、
一
六
〇
〇
年
に
リ
ー
フ
デ
号
が
豊
後
国
臼
杵
に
漂
着
し
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
日
本
と
の
関
係
が
始
ま
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
は
一
六
〇
九
年
に
日
本
と
通
商
関
係
を
結

び
、
平
戸
に
商
館
を
開
設
し
た
。
一
方
、
イ
ギ
リ
ス
は
一
六
〇
三
年
バ
ン
タ
ン
を
根
拠
地

と
し
て
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
通
商
を
開
始
し
、
一
三
年
に
日
本
と
通
商
関
係
を
結
ん
だ
。

イ
ギ
リ
ス
は
ア
ダ
ム
ス
を
通
じ
て
日
本
で
商
館
を
開
こ
う
と
し
て
い
た
。
ア
ダ
ム
ス
は
す

で
に
平
戸
に
オ
ラ
ン
ダ
商
館
が
あ
る
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
商
館
の
候
補
地
と
し
て
浦
賀
港
を

希
望
し
て
い
た
が
、
幕
府
は
イ
ギ
リ
ス
商
館
を
平
戸
に
置
く
よ
う
命
じ
た）33
（

。
前
節
で
述
べ

た
よ
う
に
東
南
ア
ジ
ア
海
上
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
船
が
衝
突
し
て
い
た
事
情
を
踏
ま

え
て
考
え
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
日
本
で
利
益
の
争
い
や
対
立
を
起
こ
す
恐
れ
が
あ

り
、
家
康
は
長
崎
と
平
戸
、
浦
賀
と
い
う
三
つ
の
開
港
が
必
要
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
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3
、
マ
ニ
ラ
交
渉
と
浦
賀
開
港

　
家
康
は
、
浦
賀
港
の
開
港
を
構
想
し
、
一
六
〇
一
年
に
長
崎
代
官
寺
沢
広
高
に
命
じ
、

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
派
フ
ラ
イ
＝
ヘ
ロ
ニ
モ
を
遣
わ
し
て
ル
ソ
ン
総
督
に
書
簡
）
34
（

を
送
っ
た
。

他
日
本
邦
之
舟
到
其
地
、
則
以
此
書
所
押
之
印
可
表
信
、
印
之
外
者
不
可
許
焉
、
弊

邦
與
濃
毘
数
般
、
欲
修
隣
好
、
非
貴
国
年
年
往
来
之
人
、
則
海
路
難
通
、
所
希
求
者
、

依
足
下
指
示
、
舟
人
船
子
時
時
令
往
返
、

　
ル
ソ
ン
に
至
る
日
本
船
は
、
ル
ソ
ン
総
督
に
送
っ
た
書
簡
に
押
さ
れ
た
印
を
も
っ
て
信

を
表
す
べ
き
で
あ
る
。
印
が
な
い
も
の
に
は
商
売
を
許
可
し
な
い
で
ほ
し
い
。
ま
た
日
本

は
メ
キ
シ
コ
（
濃
毘
数
般
）
と
通
交
を
欲
し
て
い
る
。
ル
ソ
ン
に
毎
年
メ
キ
シ
コ
か
ら
往

来
す
る
人
で
な
け
れ
ば
、
メ
キ
シ
コ
と
の
通
航
が
難
し
い
の
で
、
ル
ソ
ン
総
督
の
指
示
に

よ
っ
て
、
船
頭
や
水
主
を
時
々
日
本
に
往
来
さ
せ
て
ほ
し
い
、
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
翌

年
、
家
康
は
ル
ソ
ン
総
督
に
書
簡
を
送
っ
て
メ
キ
シ
コ
と
の
交
隣
の
仲
介
を
依
頼
し
た）35
（

。

　
一
六
〇
三
年
ル
ソ
ン
総
督
は
家
康
の
望
み
に
従
い
、
サ
ン
チ
ア
ゴ
号
に
貨
物
を
積
み
、

マ
ニ
ラ
よ
り
浦
賀
に
渡
航
さ
せ
た
が
、
逆
風
で
入
港
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
家
康
が
失

望
し
た
た
め
、
一
六
〇
四
年
堺
に
停
泊
中
の
マ
ニ
ラ
の
ス
ペ
イ
ン
船
を
浦
賀
に
廻
航
さ
せ

た
の
が
、
初
め
て
の
浦
賀
入
港
で
あ
る
。
同
年
、
ル
ソ
ン
総
督
ド
ン
＝
ペ
ド
ロ
ー
＝
デ
＝

ア
ク
ー
ニ
ャ
は
家
康
に
通
商
を
要
求
し
）
36
（

、
キ
リ
ス
ト
教
（
サ
ン
＝
ド
ミ
ン
ゴ
派
）
の
布
教
を

請
う
書
簡
を
送
っ
た）37
（

。
翌
年
家
康
は
ル
ソ
ン
総
督
の
要
請
ど
お
り
に
毎
年
商
船
四
艘
の
通

航
を
許
可
し
た
。
一
六
〇
六
年
に
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
派
の
宣
教
師
た
ち
が
商
売
の
た
め
に
マ

ニ
ラ
か
ら
出
航
し
、
家
康
の
希
望
通
り
浦
賀
に
入
港
し
た）38
（

。
一
六
〇
八
年
に
幕
府
は
浦
賀

港
に
「
定
」
を
下
し
）
39
（

、「
対
呂
宋
商
船
、
狼
籍
之
儀
堅
被
停
止
之
訖
、
若
於
違
背
之
輩
者
、

速
可
処
厳
科
之
旨
、
依
仰
下
知
」
と
、
日
本
人
が
ル
ソ
ン
商
船
に
対
し
て
狼
籍
を
働
く
こ

と
を
禁
止
し
、
ス
ペ
イ
ン
船
の
浦
賀
貿
易
を
保
護
す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
日
本
に
と
っ
て
浦
賀
港
の
開
港
は
、
ま
ず
ル
ソ
ン
船
の
来
航
を
誘
致
し
、
次
に
メ
キ
シ

コ
と
の
通
交
を
結
ん
で
鉱
山
技
師
を
招
く
こ
と
が
狙
い
で
あ
っ
た
。
幕
府
は
当
時
金
銀
の

採
掘
に
力
を
入
れ
て
い
た
。
駿
府
は
鉱
山
奉
行
を
管
理
し
、
ま
た
幕
府
の
財
源
と
し
て
金

銀
も
直
接
に
管
理
し
た
。
一
六
〇
二
年
に
佐
渡
・
石
見
銀
山
を
開
発
し
、
金
銀
の
採
掘
量

は
大
き
く
増
加
し
て
い
た
。
一
六
〇
四
年
に
白
根
（
岩
手
県
）、
五
年
に
西
道
・
陸
奥
会
津

檜
原
山
の
石
ヶ
森
（
福
島
県
）
で
金
を
掘
り
、
翌
年
伊
豆
国
金
山
で
銀
が
と
れ
た
。
家
康

は
一
六
〇
六
年
か
ら
毎
年
イ
エ
ス
ズ
会
の
宣
教
師
が
謁
見
す
る
度
に
、
伊
豆
銀
山
を
見
せ

て
い
た）40
（

。
家
康
は
一
六
〇
九
年
に
メ
キ
シ
コ
へ
鉱
山
技
師
の
派
遣
を
要
請
し
た
。
こ
の
要

請
を
ス
ペ
イ
ン
側
は
、
当
時
の
日
本
の
鉱
山
技
術
で
は
鉱
石
か
ら
銀
の
半
分
も
採
取
で
き

な
か
っ
た
か
ら
だ
と
み
て
い
た）41
（

。
鉱
山
技
師
の
派
遣
要
請
は
一
六
一
〇
年
に
も
続
い
た
。

前
ル
ソ
ン
総
督
ビ
ベ
ー
ロ
の
乗
船
し
た
船
が
浦
賀
を
出
帆
し
、
メ
キ
シ
コ
に
向
か
っ
た

が
、
こ
の
船
に
家
康
の
要
請
を
受
け
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
修
道
士
ア
ロ
ソ
ン
・
ム
ニ
ョ
ス

と
京
都
の
商
人
田
中
勝
介
が
メ
キ
シ
コ
と
の
貿
易
開
始
交
渉
の
た
め
便
乗
し
た
。
翌
年
、

初
め
て
メ
キ
シ
コ
総
督
の
使
節
ビ
ス
カ
イ
ノ
一
行
が
浦
賀
に
到
着
し
た
。
し
か
し
メ
キ
シ

コ
鉱
山
技
師
の
派
遣
は
実
現
で
き
な
か
っ
た
。

　
こ
の
鉱
山
開
発
は
、
一
六
〇
四
年
に
始
ま
っ
た
糸
割
符
制
度
と
関
係
が
あ
り
、
こ
の
生

糸
を
輸
入
す
る
た
め
に
日
本
銀
が
支
払
わ
れ
た
こ
と
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
当
時

ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
生
糸
を
積
ん
で
長
崎
に
来
航
し
、
こ
の
時
期
か
ら
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
よ
る

日
本
で
の
中
国
生
糸
の
輸
入
が
主
導
的
に
行
わ
れ
た
。
一
六
一
二
年
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
・
イ

ギ
リ
ス
に
よ
る
中
国
生
糸
の
輸
入
が
不
可
能
に
な
っ
た
一
方
、
ス
ペ
イ
ン
は
ポ
ル
ト
ガ
ル

と
手
を
組
ん
で
、
中
国
生
糸
の
輸
入
が
可
能
で
あ
っ
た
。
家
康
は
、
長
崎
奉
行
に
命
じ
て

糸
割
符
仲
間
を
作
ら
せ
国
内
利
益
を
優
先
し
）
42
（

、
駿
府
に
生
糸
座
を
設
置
し
た
が
、
一
六
〇

四
年
に
初
め
て
京
都
・
堺
・
長
崎
に
糸
割
符
年
寄
を
置
き
、
生
糸
貿
易
を
管
理
し
た）43
（

。
つ

ま
り
日
本
銀
と
中
国
生
糸
の
交
換
は
、
日
明
貿
易
の
基
礎
で
あ
り
、
日
本
銀
の
増
産
は
日

明
貿
易
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
ス
ペ
イ
ン
側
の
浦
賀
貿
易
に
対
す
る
意
図
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
一
六
一
三
年
に
伊

達
政
宗
が
支
倉
六
右
衛
門
常
長
を
ロ
ー
マ
教
皇
と
ス
ペ
イ
ン
国
王
に
派
遣
し
た
際
に
、
使

節
と
し
て
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
修
道
士
ル
イ
ス
・
ソ
テ
ロ
及
び
ビ
ス
カ
イ
ノ
を
同
行
さ
せ

た
。
そ
の
使
節
（
前
の
三
人
の
ス
ペ
イ
ン
人
）
が
メ
キ
シ
コ
総
督
に
呈
し
た
覚
書
は
、
ス
ペ

イ
ン
国
王
と
イ
ン
ド
顧
問
会
議
・
イ
ン
ド
会
議
議
長
宛
に
書
き
送
る
べ
き
こ
と
が
記
録
さ

れ
て
い
る）44
（

。
す
な
わ
ち
こ
の
ス
ペ
イ
ン
人
は
幕
府
の
意
を
メ
キ
シ
コ
総
督
に
伝
え
、
ス
ペ

イ
ン
国
王
に
浦
賀
貿
易
の
利
益
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
る
よ
う
に
頼
ん
だ）45
（

。

陛
下
が
国
益
と
貿
易
の
便
宜
と
の
為
め
、
全
領
土
に
於
て
努
め
ら
る
ゝ
と
こ
ろ
は
、

商
品
の
輸
出
入
に
際
し
て
、
金
銀
の
流
出
を
防
ぐ
こ
と
な
り
、
然
る
に
、
現
在
、
支

那
の
貿
易
に
於
て
は
、
金
銀
多
く
国
外
に
流
出
す
、
日
本
の
貿
易
に
於
て
は
、
之
に
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反
し
、
金
銀
貨
は
一
レ
ア
ル
た
り
と
も
流
出
す
る
こ
と
な
く
、
将
来
も
亦
し
然
る
べ

し
、
そ
の
理
由
の
一
ハ
、
彼
の
国
に
於
て
は
金
銀
多
く
し
て
、
そ
の
求
む
る
と
こ
ろ

は
、
彼
の
地
に
缺
乏
せ
る
商
品
の
み
な
る
こ
と
な
り
、
又
一
の
理
由
は
、
こ
の
地
の

ペ
ソ
は
、
彼
の
地
の
ペ
ソ
と
同
価
に
通
用
す
る
を
以
て
、
八
レ
ア
ル
に
当
る
一
ペ
ソ

毎
に
、
約
一
レ
ア
ル
の
損
を
生
ず
る
事
な
り
、
今
よ
く
こ
の
問
題
を
攷
究
し
て
、
国

家
の
利
益
を
図
る
に
、
多
額
の
銀
の
こ
の
地
方
よ
り
、
支
那
に
向
ひ
て
流
出
す
る
こ

と
を
防
ぎ
、
又
支
那
商
品
の
缺
乏
す
る
こ
と
な
か
ら
し
め
ん
の
為
め
に
は
、
支
那
の

商
品
は
、
日
本
を
経
て
、
新
イ
ス
パ
ニ
ヤ
に
輸
入
せ
し
め
、
そ
の
売
上
高
は
、
銀
貨

に
て
持
ち
帰
ら
ず
、
羅
紗
、
粗
羅
紗
、
カ
ル
サ
イ
、
ペ
ル
ペ
ト
ア
ン
、
駱
駄
の
毛
織

物
、
薄
き
羊
毛
織
物
、
オ
ラ
ン
ダ
の
麻
織
物
、
ル
ー
ア
ン
（
フ
ラ
ン
ス
）
の
錦
織
物
、

イ
ス
パ
ニ
ヤ
の
麻
織
物
、
毛
布
、
絹
物
類
、
カ
ス
テ
リ
ヤ
（
ス
ペ
イ
ン
）
及
び
ミ
ラ

ン
（
イ
タ
リ
ア
）
の
織
物
、
葡
萄
酒
、
乾
葡
萄
、
ア
メ
ン
ド
ー
、
薬
種
類
、
鏡
、
製
革
、

其
他
、
フ
ラ
ン
デ
ル
地
方
（
フ
ラ
ン
ス
領
、
現
ベ
ル
ギ
ー
）
の
珍
奇
な
る
品
を
携
へ
帰

ら
し
む
べ
し
、
右
の
商
品
は
、
日
本
に
於
て
は
多
く
の
価
格
を
有
す
る
を
以
て
、
こ

の
貿
易
に
従
事
す
る
商
人
は
、
日
本
に
於
て
、
右
の
諸
品
を
販
売
し
、
そ
の
売
上
高

を
以
て
、
絹
、
そ
の
他
、
支
那
商
品
の
買
入
に
供
し
、
之
を
新
イ
ス
パ
ニ
ヤ
に
於
て

販
売
し
て
、
二
重
の
利
益
を
得
べ
し
、
然
も
之
が
為
め
、
国
外
に
一
レ
ア
ル
の
流
出

を
も
見
る
こ
と
な
く
、
イ
ス
パ
ニ
ヤ
の
税
関
に
於
て
は
、
輸
出
税
の
収
入
を
増
加
し
、

新
イ
ス
パ
ニ
ヤ
に
於
て
は
、
売
買
盛
な
る
が
為
め
、
国
庫
の
収
入
を
増
加
す
べ
し
、

又
、
日
本
貿
易
に
従
事
す
る
商
人
は
、
自
ら
船
を
造
る
に
至
る
べ
く
、
日
本
に
於
て
、

支
那
の
商
品
の
需
用
増
加
す
る
に
連
れ
、
之
を
輸
入
す
る
マ
ニ
ラ
の
人
、
及
び
、
マ

カ
オ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
利
益
も
、
亦
、
増
加
す
べ
し
、
而
し
て
こ
の
買
入
は
、
日

本
の
金
銀
を
以
て
し
、
更
に
イ
ス
パ
ニ
ヤ
の
貨
幣
を
出
す
こ
と
な
し
、（
下
略
）

　
ス
ペ
イ
ン
は
、
国
益
と
貿
易
の
便
宜
の
た
め
に
、
メ
キ
シ
コ
に
お
い
て
努
め
る
こ
と
は
、

商
品
の
輸
出
入
の
際
に
金
銀
の
流
出
を
防
ぐ
こ
と
で
あ
る
。
現
在
、
中
国
と
の
貿
易
に
お

い
て
金
銀
が
多
く
メ
キ
シ
コ
か
ら
流
出
す
る
。
日
本
と
の
貿
易
に
お
い
て
は
金
銀
の
流
出

が
な
い
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
日
本
に
は
金
銀
が
多
く
て
、
日
本
が
求
め
て
い
る
の
は

欠
乏
し
て
い
る
商
品
の
み
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
為
替
上
、
ス
ペ
イ
ン
側
が
損

す
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
よ
く
攷
究
し
て
国
益
を
図
る
に
、
多
額
の
銀
が
メ
キ
シ
コ
か
ら
中

国
に
流
れ
る
こ
と
を
防
ぎ
、
中
国
商
品

を
欠
乏
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
中
国
商

品
は
日
本
を
経
て
メ
キ
シ
コ
に
輸
入

し
、
そ
の
売
上
高
は
銀
貨
に
て
ス
ペ
イ

ン
に
持
ち
帰
ら
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国

か
ら
品
々
を
仕
入
れ
て
、
そ
れ
を
メ
キ

シ
コ
に
持
ち
帰
ら
せ
る
。
こ
れ
ら
の
商

品
は
日
本
で
多
く
の
利
益
が
得
ら
れ
る

の
で
、
こ
の
貿
易
に
従
事
す
る
商
人

は
、
日
本
で
販
売
し
、
そ
の
売
上
高
で

絹
や
そ
の
他
の
中
国
商
品
を
買
入
し
、

こ
れ
を
メ
キ
シ
コ
で
販
売
し
、
二
重
の

利
益
が
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う

な
利
益
の
た
め
、
メ
キ
シ
コ
の
外
に
一

レ
ア
ル
の
銀
も
流
出
す
る
こ
と
な
く
、

ス
ペ
イ
ン
の
税
関
に
お
い
て
は
、
輸
出

税
の
収
入
を
増
加
し
、
メ
キ
シ
コ
に
お

い
て
は
、
売
買
を
盛
ん
に
す
る
た
め
、

国
庫
の
収
入
が
増
加
す
る
だ
ろ
う
。
ま

た
日
本
貿
易
に
従
事
す
る
商
人
は
自
ら

船
を
造
り
、
日
本
で
中
国
商
品
の
需
用

が
増
加
す
る
に
つ
れ
て
、
中
国
商
品
を

輸
入
す
る
マ
ニ
ラ
人
、
及
び
マ
カ
オ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
利
益
も
、
増
加
す
る
だ
ろ
う
。

こ
う
し
て
こ
の
買
入
は
、
日
本
の
金
銀
を
も
っ
て
支
払
い
、
ス
ペ
イ
ン
の
貨
幣
を
つ
か
う

こ
と
は
な
く
な
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
ス
ペ
イ
ン
は
浦
賀
港
を
通
じ
て
中
国
と
の
貿
易
を
企
て
て
い
た
の
で
あ
る
。
日
本
側
も

そ
れ
を
承
知
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
貿
易
構
図
は
上
記
の
よ
う
に
図
示
で

き
る
。
ス
ペ
イ
ン
は
、
既
存
の
中
国
貿
易
に
お
い
て
メ
キ
シ
コ
銀
が
多
量
に
流
出
す
る
こ

と
は
ス
ペ
イ
ン
の
国
益
に
と
っ
て
よ
く
な
い
と
思
っ
て
い
た
。
中
国
に
流
れ
て
い
く
メ
キ

日
本
（
長
崎
）

中

　国

メ
キ
シ
コ

ス
ペ
イ
ン

日
本
（
浦
賀
）

ルソン（マニラ）・マカオ

中国商品 中国商品

メキシコ銀

中国商品の
販売利益

日本銀

日本銀 中国商品中国船の来航
　中国商品

ヨーロッパ
諸国の商品

ヨーロッパ
諸国の商品

日本人

スペイン人

日本とスペインの貿易の流れ
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シ
コ
銀
を
防
ぐ
た
め
に
日
本
で
の
中
継
貿
易
に
着
目
し
、
日
本
を
経
由
す
る
中
継
貿
易
を

通
じ
て
中
国
貿
易
の
利
益
を
あ
げ
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
は
、
日
本
の
長
崎
を
経
由
す
る
中

国
商
品
の
物
流
ル
ー
ト
（「
中
国
ー
日
本
」）
が
、「
浦
賀
ー
メ
キ
シ
コ
」
と
つ
な
が
り
、
日

本
を
中
継
地
と
す
る
東
西
貿
易
ル
ー
ト
が
企
画
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
す

な
わ
ち
ス
ペ
イ
ン
に
と
っ
て
浦
賀
港
は
、「
中
国
ー
日
本
（
長
崎
）」
と
「
ル
ソ
ン
・
マ
カ

オ
ー
日
本
（
浦
賀
）
ー
メ
キ
シ
コ
ー
ス
ペ
イ
ン
ー
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
の
二
つ
の
ル
ー
ト
の
結

節
点
で
あ
っ
た
。
従
来
、
ス
ペ
イ
ン
人
は
「
メ
キ
シ
コ
ー
ル
ソ
ン
・
マ
カ
オ
」
の
ル
ー
ト

を
通
じ
て
中
国
商
品
を
手
に
入
れ
て
い
た
。

　
換
言
す
る
と
、
日
本
は
ス
ペ
イ
ン
船
を
浦
賀
港
に
招
き
、
貿
易
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

東
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
つ
な
ぐ
「
中
国
ー
長
崎
ー
浦
賀
ー
メ
キ
シ
コ
ー
ス
ペ
イ
ン
ー

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
の
東
西
貿
易
ル
ー
ト
を
構
想
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
　
駿
府
外
交
の
転
換

1
、
駿
府
外
交
交
渉
の
不
調

　
家
康
は
、
長
崎
港
を
通
じ
て
中
国
か
ら
商
品
を
輸
入
す
る
こ
と
を
企
図
し
て
い
た
。
そ

し
て
浦
賀
港
を
通
じ
て
ス
ペ
イ
ン
側
の
思
惑
ど
お
り
メ
キ
シ
コ
を
経
由
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

諸
国
の
品
々
が
輸
入
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
ス
ペ
イ
ン
人
は
ル

ソ
ン
・
マ
カ
オ
と
の
貿
易
の
中
継
地
と
し
て
浦
賀
港
を
視
野
に
入
れ
て
い
た
。
こ
れ
か
ら

み
る
と
、
浦
賀
港
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
東
ア
ジ
ア
の
貿
易
ル
ー
ト
を
つ
な
げ
る
機
能
を
持
つ

要
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
し
か
し
浦
賀
港
は
一
六
一
六
年
を
境
に
封
鎖
さ

れ
た
。
そ
の
直
接
的
な
理
由
と
し
て
、
日
本
と
ス
ペ
イ
ン
両
国
の
貿
易
政
策
と
宗
教
政
策

の
食
い
違
い
と
衝
突
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
四
つ
の
国
同
士
の
誹
謗
中
傷
と
い
う
二
つ
が
あ

げ
ら
れ
る
。
間
接
的
な
理
由
と
し
て
は
、
中
国
と
の
講
和
の
失
敗
と
、
家
康
の
死
が
あ
げ

ら
れ
る
。

　
直
接
的
な
理
由
に
つ
い
て
。
日
本
が
貿
易
と
宗
教
の
政
策
を
別
途
に
扱
っ
た
こ
と
に
対

し
、
ス
ペ
イ
ン
は
貿
易
と
宗
教
を
一
体
化
し
た
政
策
を
取
っ
て
い
た
。
ル
ソ
ン
総
督
ド
ン

＝
ロ
ド
ル
リ
ー
ゴ
＝
ビ
ベ
ー
ロ
は
、
一
六
〇
八
年
五
月
将
軍
秀
忠
と
大
御
所
家
康
に
書

簡
）
46
（

を
送
り
、

関
東
ヘ
可
乗
入
之
由
、
加
飛
丹
申
付
候
、
雖
然
海
略

（
路
カ
）
之
儀
候
間
、
日
域
中
者
何
所

成
共
、
風
次
第
可
入
津
之
由
申
付
候
、
彼
加
飛
丹
同
船
中
之
者
共
御
馳
走
之
儀
奉
仰

候
、
将
又
貴
国
商
船
毎
年
四
艘
而
已
被
渡
候
之
様
ニ
被
　
仰
付
候
者
可
目
出
候
、
貴

国
居
住
之
ふ
ら
て
伴
天
連
是
□
被
加
御
哀
憐
候
様
奉
仰
候
、

と
、
カ
ピ
タ
ン
（
加
飛
丹
）
に
関
東
へ
の
渡
航
を
命
じ
た
の
で
、
カ
ピ
タ
ン
や
同
船
の
者

を
世
話
し
て
ほ
し
い
、
ま
た
日
本
の
商
船
が
毎
年
四
艘
ル
ソ
ン
に
渡
航
す
る
よ
う
に
命
じ

て
欲
し
い
、
日
本
に
居
住
す
る
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
宣
教
師
を
保
護
し
て
欲
し
い
と
、
浦
賀

貿
易
・
宣
教
師
保
護
を
願
っ
た
。

　
ル
ソ
ン
総
督
の
任
期
を
終
え
て
、
一
六
〇
九
年
七
月
二
五
日
に
ル
ソ
ン
の
カ
ビ
テ
港
を

出
帆
し
メ
キ
シ
コ
に
向
か
っ
た
ビ
ベ
ー
ロ
が
、
九
月
三
日
豊
後
の
海
岸
に
漂
着
し
た
。
ビ

ベ
ー
ロ
は
一
〇
月
末
駿
府
城
で
家
康
に
謁
見
し
、
日
本
に
居
住
す
る
宣
教
師
た
ち
が
そ
の

修
道
院
や
教
会
に
居
住
で
き
る
よ
う
日
本
国
王
が
保
護
し
て
欲
し
い
、
日
本
国
王
と
ス
ペ

イ
ン
国
王
と
の
間
の
相
互
提
携
を
確
実
に
し
て
欲
し
い
、
ス
ペ
イ
ン
人
の
不
倶
戴
天
の
敵

で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
人
を
日
本
か
ら
追
放
し
て
欲
し
い
と
い
う
要
請
文
）
47
（

を
作
成
し
、
本
多
正

純
に
渡
し
た
が
、
家
康
は
そ
れ
を
拒
否
し
た
。

　
一
六
一
〇
年
一
月
、
家
康
は
ビ
ベ
ー
ロ
と
の
交
渉
を
再
開
す
る
た
め
に
、
送
還
を
待
っ

て
い
た
ビ
ベ
ー
ロ
を
再
び
呼
び
出
し
た
。
交
渉
の
内
容
は
、
ビ
ベ
ー
ロ
が
家
康
に
提
出
し

た
一
六
〇
九
年
一
月
二
〇
日
付
の
書
簡
）
48
（

と
同
じ
で
、
①
関
東
の
港
に
ス
ペ
イ
ン
人
の
た
め

の
居
留
地
を
与
え
る
こ
と
、
②
キ
リ
ス
ト
教
と
教
会
を
許
可
す
る
こ
と
、
③
ス
ペ
イ
ン
人

鉱
山
技
師
の
派
遣
要
請
に
つ
い
て
は
条
件
に
よ
る
こ
と
、
④
オ
ラ
ン
ダ
人
を
追
放
す
る
こ

と
、
⑤
日
本
の
港
の
測
量
を
許
可
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
た
。
一
六
一
五
年
に
伊
達
政

宗
の
使
節
で
あ
る
支
倉
六
右
衛
門
常
長
が
ス
ペ
イ
ン
に
渡
航
し
、
九
月
四
日
に
伊
達
氏
と

ス
ペ
イ
ン
国
王
と
の
協
定
を
結
ん
だ
が）49
（

、
そ
の
内
容
を
み
る
と
、
①
宣
教
師
派
遣
、
②
日

本
船
の
メ
キ
シ
コ
派
遣
、
③
海
員
に
対
す
る
物
資
提
供
、
④
イ
ス
パ
ン
ヤ
船
の
款
待
、
⑤

イ
ス
パ
ン
ヤ
人
の
通
商
、
⑥
蘭
英
人
排
斥
、
で
あ
る
。
前
ル
ソ
ン
総
督
ビ
ベ
ー
ロ
の
交
渉

内
容
と
、
ス
ペ
イ
ン
国
王
の
条
約
の
内
容
が
一
致
し
て
い
る
。
ス
ペ
イ
ン
は
、
一
貫
し
て

協
定
の
条
件
と
し
て
宣
教
師
の
派
遣
と
オ
ラ
ン
ダ
・
イ
ギ
リ
ス
人
の
排
斥
を
前
提
と
し
て

あ
げ
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
一
六
一
二
年
八
月
、
岡
本
大
八
事
件
を
契
機
に
幕
府
は
日
本
全
国
に

キ
リ
ス
ト
教
の
禁
止
令
を
出
し
た
が
、
そ
の
前
の
六
月
に
メ
キ
シ
コ
総
督
に
日
本
は
神
国



徳
川
家
康
の
駿
府
外
交
体
制

（21）206

ゆ
え
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
を
禁
止
す
る
旨
の
書
簡
）
50
（

を
送
っ
た
。
し
か
し
一
六
一
三
年
幕
府

の
ル
ソ
ン
総
督
宛
の
返
書
）
51
（

に
よ
る
と
、
貿
易
は
継
続
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
。
幕
府
は

宗
教
と
貿
易
を
別
々
の
問
題
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。

　
一
六
一
五
年
浦
賀
港
に
来
航
し
た
ス
ペ
イ
ン
使
節
が
、
翌
年
八
月
二
〇
日
）
52
（

、
す
な
わ
ち

後
述
す
る
元
和
二
年
八
月
八
日
令
以
後
に
浦
賀
か
ら
マ
ド
リ
ッ
ド
に
帰
着
し
た
が
、
ス
ペ

イ
ン
に
帰
国
し
た
使
節
の
報
告
を
受
け
た
パ
ラ
ガ
師
は
、
ス
ペ
イ
ン
国
王
に
そ
の
報
告
を

伝
え
た
。
そ
の
際
、
パ
ラ
ガ
師
は
日
本
と
の
国
交
は
無
意
義
で
あ
る
こ
と
を
唱
え
、
そ
の

理
由
と
し
て
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
厳
し
い
禁
教
政
策
に
よ
り
改
宗
が
難
し
い
状

況
を
説
明
し
、
た
だ
日
本
の
事
情
が
変
わ
る
の
に
何
年
間
が
か
か
る
と
、
日
本
の
布
教
を

あ
き
ら
め
て
い
な
い
姿
勢
を
み
せ
て
い
る）53
（

。
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
日
本
側
の
拒
否
姿
勢

と
、
布
教
に
対
す
る
ス
ペ
イ
ン
側
の
執
念
が
読
み
取
れ
る
。

　
ス
ペ
イ
ン
人
は
、
布
教
を
前
提
と
し
た
通
商
要
求
を
行
い
、
幕
府
の
宗
教
・
貿
易
政
策

に
反
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
と
妥
協
し
な
い
で
貫
こ
う
と
し
た
態
度
が
み
え

る
。
こ
の
よ
う
に
両
国
の
交
渉
の
食
い
違
い
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
た
め

結
局
、
浦
賀
貿
易
は
実
現
で
き
な
か
っ
た
。
注
目
す
べ
き
点
は
、
一
六
一
六
年
八
月
八
日

を
境
に
幕
府
は
ス
ペ
イ
ン
側
の
主
張
し
て
き
た
交
渉
の
よ
う
に
キ
リ
ス
ト
教
と
貿
易
の
政

策
を
一
体
化
し
た
外
交
方
針
に
転
換
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　
も
う
一
つ
の
理
由
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
同
士
の
誹
謗
中
傷
が
あ
げ
ら
れ
る
。
上
述

し
た
一
六
〇
九
年
一
月
二
〇
日
付
の
書
簡
と
一
六
一
五
年
九
月
の
伊
達
氏
と
ス
ペ
イ
ン
国

王
と
の
協
定
の
内
容
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
を
追
放
す
る
こ
と
と
蘭
英
人
排
斥
が
必
要
条
項

と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
一
六
〇
九
年
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
オ
ラ
ン
ダ
人
に
つ
い

て
）
54
（

、
右
二
船
の
日
本
に
来
り
、
平
戸
に
入
港
し
た
る
以
来
、
此
叛
人
ハ
決
し
て
歓
迎
す
べ

か
ら
ず
、
又
長
崎
付
近
に
留
む
べ
か
ら
ざ
る
旨
を
日
本
の
君
主
に
説
き
、
此
輩
の
性

質
を
述
べ
、
海
賊
に
し
て
日
本
に
大
な
る
利
益
あ
る
商
業
を
妨
ぐ
る
に
至
る
べ
き
を

陳
じ
、
又
此
二
船
ハ
既
に
な
し
た
る
如
く
、
媽
港
船
を
捕
獲
し
、
又
他
に
大
な
る
悪

事
を
行
ふ
べ
き
を
以
て
、
其
出
港
を
許
可
せ
ざ
ら
ん
こ
と
を
請
へ
り
、

と
、
幕
府
に
オ
ラ
ン
ダ
人
の
海
賊
行
為
に
つ
い
て
語
り
、
オ
ラ
ン
ダ
船
の
出
港
を
不
可
と

す
る
よ
う
要
請
し
た
。
こ
れ
に
対
し
一
六
一
一
年
に
イ
ギ
リ
ス
人
ア
ダ
ム
ス
は
オ
ラ
ン
ダ

人
の
海
賊
説
に
つ
い
て
弁
明
し
た）55
（

。

　
ま
た
、
そ
の
前
の
一
六
一
〇
年
に
オ
ラ
ン
ダ
人
が
家
康
に
送
っ
た
書
簡
の
内
容
の
中
に

は
、「
そ
れ
ら
の
司
祭
た
ち
が
日
本
に
い
る
目
的
は
、
外
で
も
な
く
日
本
人
を
徐
々
に
自

分
た
ち
の
宗
教
に
引
き
入
れ
て
、
そ
れ
以
外
の
も
の
に
嫌
悪
の
念
を
抱
か
せ
、
こ
の
方
法

で
彼
ら
（
日
本
人
）
を
味
方
に
し
て
か
ら
、
彼
ら
の
宗
教
と
他
の
宗
教
と
の
間
に
論
争
を

惹
き
起
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
う
し
て
国
内
に
騒
動
や
戦
乱
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る

が
、
そ
の
際
に
司
祭
た
ち
は
己
の
思
う
ま
ま
に
成
就
す
る
可
能
性
は
極
め
て
大
き
い）56
（

」
と

語
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
司
祭
た
ち
は
ス
ペ
イ
ン
の
宣
教
師
た
ち
を
指
し
て
い
る
が
、

オ
ラ
ン
ダ
人
は
ス
ペ
イ
ン
の
布
教
に
よ
る
日
本
国
内
の
危
機
を
警
告
し
て
い
る
。

　
互
い
に
誹
謗
中
傷
を
し
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
・
イ
ギ
リ
ス
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
ス
ペ
イ
ン
に

対
す
る
日
本
の
立
場
は
、
一
六
一
一
年
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
＝
ア
ダ
ム
ス
に
対
す
る
待
遇
を
通

じ
て
読
み
取
れ
る）57
（

。

ア
ダ
ム
ス
君
は
皇
帝
の
殊
寵
を
受
け
、
此
国
の
大
名
と
同
じ
く
遇
せ
ら
れ
、
親
し
く

皇
帝
と
談
話
す
る
こ
と
を
得
、
□
□
少
数
の
人
の
な
し
得
る
所
に
し
て
、
我
等
に
取

り
て
非
常
の
便
宜
な
り
、

　
ア
ダ
ム
ス
は
日
本
の
大
名
と
同
じ
よ
う
に
待
遇
さ
れ
、
家
康
と
親
し
く
談
話
し
て
い
る

の
で
、
オ
ラ
ン
ダ
に
と
っ
て
非
常
に
好
都
合
の
存
在
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
家
康
は
家
臣
の

ア
ダ
ム
ス
を
信
頼
し
て
い
た
た
め
、
家
康
の
オ
ラ
ン
ダ
・
イ
ギ
リ
ス
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
ス

ペ
イ
ン
に
対
す
る
待
遇
に
影
響
が
生
じ
る
こ
と
は
推
測
で
き
る
。
家
康
外
交
へ
の
影
響
に

つ
い
て
、
一
六
一
一
年
の
事
例
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
家
康
に
献
上
品
と
と
も
に
謁
見
し
に

き
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
大
使
と
カ
ス
チ
リ
ヤ
大
使
に
対
し
家
康
は
一
言
も
な
か
っ
た
が）58
（

、
こ
れ

に
比
べ
て
家
康
は
ア
ダ
ム
ス
に
二
度
の
謁
見
を
許
し
た
。
ま
た
一
六
一
五
年
ス
ペ
イ
ン
の

遣
日
使
節
の
一
行
が
浦
賀
に
入
港
し
た
が
、
将
軍
に
謁
見
で
き
ず
翌
年
八
月
二
〇
日
に
帰

帆
し
た）59
（

。

　
互
い
の
誹
謗
中
傷
か
ら
み
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
国
外
で
の
海
賊
行
為
よ
り
、
ス
ペ
イ

ン
人
に
よ
る
国
内
布
教
に
よ
る
日
本
社
会
の
混
乱
の
恐
れ
が
、
家
康
に
と
っ
て
警
戒
す
べ

き
問
題
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
家
康
は
、
し
き
り
に
ポ
ル
ト

ガ
ル
と
ス
ペ
イ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
を
失
墜
さ
せ
、
貿
易
相
手
国
か
ら
特
に
ス
ペ
イ
ン
を
排
除

す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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次
に
間
接
的
な
理
由
に
つ
い
て
。
以
上
の
日
本
国
内
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
角
逐
を

含
め
て
浦
賀
開
港
の
失
敗
は
日
明
講
和
交
渉
の
失
敗
と
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一

六
一
五
年
琉
球
よ
り
日
明
講
和
交
渉
が
不
調
に
終
わ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
こ
れ
は

日
明
の
公
貿
易
が
実
現
せ
ず
、
す
な
わ
ち
中
国
商
品
の
公
式
な
取
引
ル
ー
ト
が
確
保
で
き

な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
浦
賀
貿
易
は
ス
ペ
イ
ン
側
の
構
想
に
よ
る
と
、
中
国
商
品
が
メ

イ
ン
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
中
国
と
の
関
係
回
復
が
不
調
に
終
わ
っ
た
の
は
、
中
国
商
品

を
求
め
て
い
る
ス
ペ
イ
ン
の
意
図
に
は
叶
わ
な
い
こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
浦
賀
貿
易
の

核
心
で
あ
る
中
国
貿
易
の
機
能
が
働
か
な
く
な
り
、
ス
ペ
イ
ン
側
の
浦
賀
港
の
必
然
性
が

薄
く
な
っ
て
い
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
幕
府
も
ス
ペ
イ
ン
も
、
浦
賀
港
に
対
す
る
期
待
が
だ

ん
だ
ん
小
さ
く
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
一
六
一
六
年
四
月
の
家
康
の
死

に
よ
っ
て
、
異
国
と
の
外
交
や
貿
易
は
将
軍
秀
忠
の
管
理
下
に
置
か
れ
、
新
し
い
局
面
を

向
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
将
軍
秀
忠
は
幕
府
の
権
力
構
成
を
全
体
と
し
て
再
編
成
し
た

が
、
秀
忠
の
側
近
勢
力
が
政
権
を
握
り
、
家
康
側
近
が
疎
外
さ
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た）60
（

。

2
、
元
和
二
年
八
月
八
日
令
の
意
義

　
一
六
一
六
年
四
月
一
七
日
に
家
康
が
な
く
な
っ
た
。
家
康
の
死
後
、
中
国
船
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
船
に
対
し
分
散
さ
れ
て
い
た
三
つ
の
貿
易
港
（
長
崎
・
平
戸
・
浦
賀
）
に
変
化

が
起
き
た
。
将
軍
秀
忠
は
同
年
八
月
八
日
に
禁
教
と
と
も
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
船
と
の
貿
易
を

長
崎
お
よ
び
平
戸
に
限
定
し
た
。
こ
れ
は
、
浦
賀
・
長
崎
・
平
戸
の
三
港
に
許
容
し
て
い

た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
船
の
来
航
や
国
内
活
動
を
制
限
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
令
は
、
一

六
一
二
年
の
キ
リ
ス
ト
教
禁
止
令
を
再
確
認
し
、
こ
れ
ま
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
船
と
の
貿
易

を
統
制
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

追
而
唐
船
之
儀
は
、
何
方
に
着
候
共
、
船
主
次
第
売
買
可
仕
旨
被
仰
出
候
、
以
上
、

急
度
申
入
候
、
仍
伴
天
連
門
徒
之
儀
、
堅
御
停
止
之
旨
、
先
年
相
国
様
被
仰
出
候
上

者
、
彌
被
存
其
旨
、
下
々
百
姓
已
下
ニ
到
迄
、
彼
宗
門
無
之
様
ニ
可
被
入
御
念
候
、

将
又
黒
船
い
き
り
す
舟
之
儀
者
、
右
之
宗
体
ニ
候
間
、
到
御
領
分
ニ
著
岸
候
共
、
長

崎
平
戸
へ
被
遣
、
於
御
領
内
売
買
不
仕
様
ニ
尤
候
、
此
旨
依
上
意
如
斯
候
、

　
幕
府
は
、
キ
リ
ス
ト
教
を
固
く
停
止
す
る
と
い
う
、
一
六
一
二
年
に
家
康
が
命
じ
た
趣

旨
に
そ
っ
て
、
百
姓
以
下
に
至
る
ま
で
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
い
な
く
な
る
よ
う
に
徹
底
す
べ

き
で
あ
る
、
ま
た
黒
船
・
イ
ギ
リ
ス
船
は
キ
リ
ス
ト
教
国
の
船
で
あ
る
た
め
大
名
領
に
着

岸
し
て
も
、
長
崎
・
平
戸
へ
向
か
わ
せ
、
領
内
で
売
買
を
し
な
い
よ
う
命
じ
た
。
注
目
す

べ
き
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
幕
府
の
政
策
が
変
わ
っ
て
、
ス
ペ
イ
ン
の
宗
教
・
貿
易
政
策

と
同
様
に
、
初
め
て
宗
教
・
貿
易
政
策
を
一
体
化
し
た
。
幕
府
は
全
国
規
模
の
キ
リ
ス
ト

教
の
取
締
り
を
本
格
化
し
、
黒
船
・
イ
ギ
リ
ス
船
の
来
航
を
長
崎
・
平
戸
に
制
限
し
た）61
（

。

こ
れ
に
反
し
て
、
中
国
船
は
ど
こ
に
来
航
し
て
も
、
船
主
次
第
に
売
買
す
る
こ
と
を
認
め

て
い
る
。

　
幕
府
は
、
一
六
一
六
の
元
和
二
年
八
月
八
日
令
を
公
表
す
る
前
に
、
異
国
貿
易
に
関

わ
っ
て
い
る
大
名
た
ち
の
反
応
を
懸
念
し
、
公
式
に
発
布
す
る
前
に
大
名
た
ち
と
交
渉
し

よ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
考
え
ら
れ
る
。
一
六
一
〇
年
本
多
正
純
の
書
簡
で

長
崎
を
中
国
船
と
の
貿
易
港
に
す
る
と
い
う
方
針
が
あ
っ
た
た
め
、
異
国
船
の
枠
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
船
だ
け
で
な
く
中
国
船
も
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
六
一
四
年
五
月
、

長
崎
奉
行
長
谷
川
藤
広
は
島
津
家
久
に
、「
次
唐
船
之
儀
被
仰
下
候
、
着
岸
之
時
分
者
、

何
様
に
も
唐
船
次
第
可
被
仰
付
候
）
62
（

」
と
、
唐
船
の
大
名
領
へ
の
来
航
の
自
由
を
認
め
て
い

た
。
こ
の
よ
う
に
薩
摩
だ
け
で
は
な
く
中
国
船
が
渡
航
し
て
き
た
九
州
一
帯
の
大
名
た
ち

も
同
じ
立
場
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
上
記
し
た
元
和
二
年
八
月
八
日
令
の
追
而
書
で
認
め
ら

れ
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
黒
船
・
イ
ギ
リ
ス
船
の
制
限
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
オ
ラ
ン
ダ
船
に
関
す
る
言
及
が

な
い
の
は
な
ぜ
か
。
一
六
〇
九
年
オ
ラ
ン
ダ
側
は
日
本
来
航
に
つ
い
て
、
オ
ラ
ン
ダ
は
長

崎
奉
行
を
通
じ
て
日
本
の
慣
例
に
従
い
、
日
本
の
国
内
の
自
由
貿
易
を
目
差
し
て
い
る

と
）
63
（

、
そ
の
趣
意
を
表
し
て
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ
は
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
違
っ
て
、
布
教

に
は
拘
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
禁
令
の
の
ち
一
一
月
八
日
に
肥
前
・
平
戸
藩
主
松
浦
隆
信
は
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ラ
ン

ダ
の
両
商
館
長
を
招
き
、
オ
ラ
ン
ダ
人
に
平
戸
・
長
崎
以
外
で
の
貿
易
を
禁
じ
、
そ
れ
か

ら
舶
載
品
の
目
録
を
提
出
す
べ
き
だ
と
い
う
幕
命
を
伝
え
た）64
（

。

　
こ
の
元
和
二
年
八
月
八
日
令
は
、
駿
府
政
治
が
維
持
し
て
き
た
外
交
の
枠
を
大
き
く
変

え
る
転
換
点
と
な
る
。
先
行
研
究
の
多
く
は
、
浦
賀
貿
易
の
失
敗
や
異
国
政
策
の
転
換
期

と
し
て
一
六
一
二
年
の
キ
リ
ス
ト
教
禁
止
令
を
あ
げ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
幕
府
の
宗
教
政

策
に
す
ぎ
な
く
、
異
国
政
策
の
全
般
に
か
か
わ
っ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
徹
底
し
た
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禁
教
令
と
と
も
に
異
国
政
策
の
変
化
が
具
体
的
に
可
視
化
さ
れ
た
の
は
、
元
和
二
年
八
月

八
日
令
の
後
で
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
元
和
二
年
八
月
八
日
令
に
よ
っ
て
国
内
的
に
は
、
大
名

た
ち
の
個
別
的
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
の
貿
易
が
実
質
的
に
禁
止
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
誹
謗
中
傷
に
よ
る
争
い
や
角
逐
を
終
結
さ
せ
、
な
お
国
内
の
キ
リ
ス

ト
教
の
脅
威
を
取
り
除
き
、
社
会
の
安
定
を
は
か
っ
た
。
ス
ペ
イ
ン
の
宗
教
・
貿
易
政
策

と
同
様
に
日
本
は
初
め
て
宗
教
・
貿
易
政
策
を
一
体
化
し
、
全
国
規
模
の
キ
リ
ス
ト
教
の

取
締
り
を
本
格
化
し
た
の
で
あ
る
。
浦
賀
開
港
の
封
鎖
は
「
中
国
│
日
本
（
浦
賀
）
│
メ

キ
シ
コ
」
の
貿
易
ル
ー
ト
の
挫
折
を
意
味
す
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
船
の
来
航
を
長
崎
・
平

戸
に
制
限
す
る
こ
と
に
な
り
、
異
国
に
対
す
る
危
機
管
理
や
貿
易
窓
口
を
簡
素
化
し
、
異

国
船
管
理
が
容
易
と
な
っ
た
。
日
明
講
和
交
渉
の
不
調
に
よ
り
、
日
明
貿
易
を
確
保
す
る

た
め
に
中
国
船
の
来
航
を
自
由
に
し
た
。
一
連
の
外
交
方
針
の
変
化
に
従
い
、
朱
印
船
の

安
全
の
た
め
に
朱
印
船
の
渡
航
地
も
一
六
〇
四
年
以
降
の
一
九
カ
国
か
ら
一
六
一
七
年
に

六
カ
国
（
台
湾
・
東
京
・
交
趾
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
シ
ャ
ム
・
呂
宋
）
へ
限
定
さ
れ
た
。
ス
ペ
イ
ン
・

ポ
ル
ト
ガ
ル
と
の
関
係
を
憂
慮
し
、
日
本
の
手
前
に
あ
る
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
な
か
で
貿

易
の
可
能
な
相
手
国
を
絞
り
、
異
国
貿
易
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
元
和
二
年

八
月
八
日
令
は
、
日
本
に
出
入
り
す
る
あ
ら
ゆ
る
商
船
や
異
国
人
の
活
動
を
制
限
し
、
幕

府
の
管
理
下
で
統
制
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

　
家
康
は
駿
府
外
交
を
積
極
的
に
行
い
、
異
国
と
の
外
交
と
貿
易
を
進
め
る
政
策
を
推
進

し
て
い
た
。
家
康
の
日
明
講
和
と
浦
賀
開
港
の
交
渉
は
、
駿
府
外
交
政
策
の
二
つ
の
軸
を

な
し
、
駿
府
外
交
の
核
心
事
業
で
あ
る
。
両
者
と
も
中
国
貿
易
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
家
康
は
こ
の
政
策
を
実
現
さ
せ
、
浦
賀
開
港
を
通
じ
て
中
国
（
東
南
ア
ジ
ア
を
ふ
く
め
）

と
メ
キ
シ
コ
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
）
の
東
西
世
界
を
つ
な
げ
る
貿
易
を
構
想
し
た
の
で
あ
る
。
家

康
は
、
日
本
が
中
国
貿
易
に
一
方
的
に
依
存
せ
ず
、
今
ま
で
の
中
国
中
心
の
華
夷
世
界
で

の
貿
易
ル
ー
ト
と
違
う
、
中
国
・
東
南
ア
ジ
ア
・
メ
キ
シ
コ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
つ
な
げ
て

日
本
を
中
継
と
す
る
東
西
貿
易
ル
ー
ト
を
開
拓
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
日
本
の
国
際
関
係

を
築
こ
う
と
し
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
日
明
講
和
と
浦
賀
開
港
の
挫
折
の
意
味
や
結
果

が
、「
元
和
二
年
八
月
八
日
令
」
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
令
は
、
駿
府
政
治
の
維

持
し
て
き
た
外
交
の
枠
を
大
き
く
変
え
る
転
換
点
と
な
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
の
ち
、

最
終
的
に
は
一
六
三
五
年
以
後
、
中
国
船
の
来
航
を
長
崎
に
限
定
し
、
三
九
年
ポ
ル
ト
ガ

ル
船
の
来
航
を
禁
じ
、
四
一
年
オ
ラ
ン
ダ
商
館
を
平
戸
か
ら
長
崎
の
出
島
に
移
転
さ
せ

た
。
長
崎
に
異
国
船
の
渡
航
を
集
中
さ
せ
、
幕
府
の
管
理
下
に
置
く
よ
う
に
な
っ
た
。

注（1
）　
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
荒
野
泰
典
「
日
本
型
華
夷
秩
序
の
形
成
」（『
日
本
の
社
会
史
第
一
巻

列
島
内
外
の
交
通
と
国
家
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
）、
ロ
ナ
ル
ド
・
ト
ビ
『
近
世
日
本
の
国

家
形
成
と
外
交
』（
創
文
社
、
一
九
九
〇
年
）
の
論
文
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
2
）　
加
藤
栄
一
「
オ
ラ
ン
ダ
連
合
東
ア
ジ
ア
会
社
日
本
商
館
の
イ
ン
ド
シ
ナ
貿
易
│
朱
印
船
と
オ
ラ

ン
ダ
船
│
」（
田
中
健
夫
編
『
前
近
代
の
日
本
と
東
ア
ジ
ア
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
）。
永

積
洋
子
『
朱
印
船
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
）。

（
3
）　
パ
ブ
ロ
＝
パ
ス
テ
ル
ス
『
一
六
│
一
七
世
紀
日
本
・
ス
ペ
イ
ン
交
渉
史
』（
大
修
館
書
店
、
一

九
九
四
年
）。
永
積
洋
子
『
近
世
初
期
の
外
交
』（
創
文
社
、
一
九
九
〇
年
）。
鈴
木
か
ほ
る
『
徳

川
家
康
の
ス
ペ
イ
ン
外
交
』（
新
人
物
往
来
社
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
4
）　
八
百
啓
介
『
近
世
オ
ラ
ン
ダ
貿
易
と
鎖
国
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
）。
永
積
洋
子
『
平

戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
日
記
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
〇
年
）。
西
村
圭
子
「
近
世
初
期
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
貿

易
に
つ
い
て
│
鎖
国
決
定
へ
の
過
程
│
」（
村
井
早
苗
・
大
森
映
子
編
『
日
本
近
世
国
家
の
諸
相

Ⅲ
』
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
5
）　
三
鬼
清
一
郎
「
戦
国
・
近
世
初
期
の
天
皇
・
朝
廷
を
め
ぐ
っ
て
」（『
歴
史
評
論
』
第
四
九
二
号
、

一
九
九
一
年
）
五
六
頁
。

（
6
）　
生
田
滋
『
大
航
海
時
代
と
モ
ル
ッ
カ
諸
島
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
九
八
年
）
一
二
頁
。

（
7
）　
パ
ブ
ロ
＝
パ
ス
テ
ル
ス
『
一
六
│
一
七
世
紀
日
本
・
ス
ペ
イ
ン
交
渉
史
』（
大
修
館
書
店
、
一

九
九
四
年
）
二
八
七
頁
。

（
8
）　
長
崎
市
編
『
長
崎
市
史

　
通
交
貿
易
編
西
洋
諸
国
部
』（
長
崎
市
、
一
九
三
五
年
）
二
六
八
〜

二
六
九
頁
。

（
9
）　
注（
8
）の
三
七
九
〜
三
八
〇
頁
。

（
10
）　
武
田
万
里
子
「
日
本
列
島
防
衛
線
の
成
立
と
鎖
国
」（『
日
蘭
学
会
会
誌
』
第
一
八
巻
第
一
号
、

一
九
九
三
年
）
七
四
頁
。

（
11
）　
藤
野
保
『
徳
川
政
権
論
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
年
）
八
〇
│
八
二
頁
。

（
12
）　
史
籍
研
究
会
編
『
武
徳
大
成
記
』（
汲
古
書
院
、
一
九
八
九
年
）
二
七
七
〜
二
七
八
頁
。

（
13
）　
注（
8
）の
三
四
四
〜
三
四
五
頁
。

（
14
）　
ク
レ
イ
ン
＝
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
『
一
七
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ
人
が
見
た
日
本
』（
臨
川
書
店
、
二
〇

一
〇
年
）
三
〇
〜
三
一
頁
。
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（
15
）　
注（
8
）の
三
四
七
頁
。

（
16
）　
注（
8
）の
三
五
〇
頁
。

（
17
）　
永
積
洋
子
『
近
世
初
期
の
外
交
』（
創
文
社
、
一
九
九
三
年
）
一
三
頁
。

（
18
）　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
史
料
第
一
二
編
之
八
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
〇

年
）
六
五
二
頁
。

（
19
）　
注（
18
）の
七
三
二
頁
。

（
20
）　
注（
17
）の
永
積
著
書
二
七
頁
。

（
21
）　「
東
照
宮
御
実
紀
」（
堀
田
璋
左
右
・
川
上
多
助
編
『
日
本
偉
人
言
行
資
料
一
〇
』
国
史
研
究
会
、

一
九
一
五
年
）
一
九
三
頁
。

（
22
）　
鹿
児
島
県
維
新
史
料
編
さ
ん
所
編
『
鹿
児
島
県
史
料

　
旧
記
雑
録
後
編
三
』（
鹿
児
島
県
、
一

九
八
三
年
）
一
〇
二
五
号
。

（
23
）　
紙
屋
敦
之
『
幕
藩
制
国
家
の
琉
球
支
配
』（
校
倉
書
房
、
一
九
九
〇
年
）
三
〇
五
頁
。

（
24
）　
辻
善
之
助
校
訂
「
異
国
日
記
（
一
〇
）」（『
史
苑
』
第
三
巻
第
六
号
、
一
九
三
〇
年
）
七
五
頁
。

（
25
）　
田
中
健
夫
・
代
和
生
校
訂
『
朝
鮮
通
交
大
紀
』（
名
著
出
版
、
一
九
七
八
年
）
一
七
二
頁
。

（
26
）　
辻
善
之
助
校
訂
「
異
国
日
記
（
二
）」（『
史
苑
』
第
一
巻
第
二
号
、
一
九
二
八
年
）
二
二
頁
。

（
27
）　
辻
善
之
助
校
訂
「
異
国
日
記
（
二
一
）」（『
史
苑
』
第
八
巻
第
二
号
、
一
九
三
三
年
）
九
三
頁
。

（
28
）　
鹿
児
島
県
維
新
史
料
編
さ
ん
所
編
『
鹿
児
島
県
史
料

　
旧
記
雑
録
後
編
四
』（
鹿
児
島
県
、
一

九
八
四
年
）
一
二
八
一
号
。

（
29
）　
林
復
斎
編
『
通
航
一
覧
第
四
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
一
三
年
）
四
八
三
頁
。

（
30
）　「
西
班
牙
国
シ
マ
ン
カ
ス
文
書
館
文
書
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
史
料
第
一
二

編
之
一
二
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
二
年
）
四
七
〜
四
八
頁
。

（
31
）　
注（
26
）。

（
32
）　
岡
本
良
知
『
十
六
世
紀
に
お
け
る
日
本
地
図
の
発
達
』（
八
木
書
店
、
一
九
七
三
年
）
一
三
二
頁
。

（
33
）　
注（
8
）の
三
四
二
、
三
四
三
頁
。

（
34
）　
注（
29
）の
五
七
〇
頁
。

（
35
）　
注（
29
）の
五
七
〇
頁
。

（
36
）　
正
宗
敦
夫
編
・
校
訂
『
慶
長
日
件
録
』（
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
、
一
九
三
九
年
）
一
二
九
頁
。

（
37
）　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
史
料

　
第
一
二
編
之
二
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六

八
年
）「
外
蕃
書
翰
」
五
九
二
〜
五
九
三
頁
。

（
38
）　「
パ
ジ
ェ
ー
日
本
阿
蘇
教
史
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
史
料
第
一
二
編
之
四
』

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
九
年
）
二
三
二
頁
。

（
39
）　「
御
制
法
　
六
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
史
料
第
一
二
編
之
五
』
東
京
大
学
出

版
会
、
一
九
六
九
年
）
六
九
九
頁
。

（
40
）　「
パ
ジ
ェ
ー
日
本
阿
蘇
教
史
」『
大
日
本
史
料
第
一
二
編
之
三
』
八
五
五
〜
八
五
六
頁
。

（
41
）　
注（
7
）の
パ
ス
テ
ル
ス
著
書
一
八
九
頁
。

（
42
）　
黒
澤
脩
『
駿
河
の
戦
国
時
代
』（
明
文
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）
一
九
五
〜
一
九
六
頁
。

（
43
）　
注（
37
）の
「
糸
割
符
由
緒
」
二
二
八
〜
二
二
九
頁
。

（
44
）　
注（
30
）の
「
西
班
牙
シ
マ
ン
カ
ス
文
書
館
文
書
」
四
五
頁
。

（
45
）　
注（
30
）の
「
西
班
牙
シ
マ
ン
カ
ス
文
書
館
文
書
」
五
三
頁
。

（
46
）　
辻
善
之
助
校
訂
「
異
国
日
記
」（『
史
苑
（
一
）』
第
一
巻
第
一
号
、
一
九
二
八
年
）
九
〇
頁
。

（
47
）　
注（
7
）の
パ
ス
テ
ル
ス
著
書
一
八
九
頁
。

（
48
）　
注（
7
）の
パ
ス
テ
ル
ス
著
書
一
九
〇
〜
一
九
二
頁
。

（
49
）　
注（
30
）の
「
ア
マ
チ
編
伊
達
政
宗
遣
使
録
」
一
六
四
頁
。

（
50
）　
辻
善
之
助
校
訂
「
異
国
日
記
（
五
）」（『
史
苑
』
第
一
巻
第
六
号
、
一
九
二
九
年
）
三
三
頁
。

（
51
）　
辻
善
之
助
校
訂
「
異
国
日
記
（
八
）」（『
史
苑
』
第
二
巻
第
六
号
、
一
九
二
九
年
）
六
〇
頁
。

（
52
）　
注（
56
）の
こ
と
。

（
53
）　
注（
7
）の
パ
ス
テ
ル
ス
著
書
二
六
一
頁
。

（
54
）　「
パ
ジ
ェ
ー
日
本
邪
蘇
教
史
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
史
料
第
一
二
編
之
六
』

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
〇
年
）
四
八
六
頁
。

（
55
）　
注（
8
）の
「
和
蘭
東
印
度
商
会
史
二
」
六
六
四
頁
。

（
56
）　
注（
7
）の
パ
ス
テ
ル
ス
著
書
二
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The Sumpu Diplomacy System of Ieyasu Tokugawa

Hyejin JHANG

Abstract
　Ieyasu Tokugawa performed Sumpu diplomacy and actively promoted trade policy and diplomacy with foreign 
countries.
　The two key points of Sumpu foreign policy were negotiations of the opening of the Uraga Port with Spain (浦
賀開港) and the peace treaty between Japan and China (日明講和). These two points were the core of Sumpu 
diplomacy.
　In fact, these two objectives were related to China trade. To realize these policies, Ieyasu conceived transit trade 
routes that would connect the East and West (China and Mexico, specifically) through the opening of the Uraga 
Port. Through this route, Japan tried to realize transit trade that was not dependent on China trade. This was dif-
ferent from the traditional trade routes of Kaichitsujo (from the perspective of the China dynasty /華夷秩序).
Ieyasu was also trying to build new international relations for Japan by developing an East-West trade route that 
would connect China and Mexico (including Southeast Asia and Europe).
　However, the planning of the two main objectives had failed. The result of this was reflected in the “Law of the 
8th of August 1616 (Genna).” This law became a turning point for Sumpu diplomacy.


